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I.本研究の目的,研究経過及び本報告書の概要

1.本研究の目的

本研究の目的は以下のaからhまでの8つに集約される｡

乱文表現以上の言語単位を研究対象にした､世界最初の言語地図を目指す｡

b.音韻･文法･語柔を包括した総合的な言語地図を目指す｡

c.国民の創造的な発想法を事実として記録した言語地図を目指すo

d.全国5 0 0地点余についてのあいさつコミュニケーション言語地図を目指す｡

e. ｢あいさつ行動｣を地図に表現して, ｢あいさつ表現儀礼Jの国民的文化を明らか

にする｡

£年中行事にかんするあいさつをも取り入れて､伝統と文化と習俗との関係を明らか

にする｡

g･地域の民俗.習俗に関する｢あいさつ｣儀礼を項目にとりいれ,それらの実琴を明

らかにする｡

h.資料地図と解釈地図との調和を考えた言語地図を目指す｡

以上の目的のもとに,全国あいさつ表現儀礼の研究を推進している｡

2.研究経過

本研究にかんして,日本学術振興会から科学研究費補助金の支援を賜っている｡感謝し

つつ,記させていただく｡

平成6年慶一般研究c ｢全国ネットワーク網によるあいさつ表現儀礼の研究J

課題番号　o6610397　助成金額150万円　研究者名　江端義夫

平成7年慶一般研究c　｢全国ネットワーク網によるあいさつ表現習俗の研究｣

課題番号　07610419　助成金額170万円　研究者名　江端義夫

平成8年慶一般研究c　｢全国ネットワーク網によるあいさつ表現意匠の研究J

課題番号　08610430　助成金額　170万円　研究者名　江端義夫

平成1 1年度基盤C ｢『あいさつ表現儀礼の全国地図』の完成及び国際交流｣

課題番号　11610435　助成金額　80万円　研究者名　江端義夫

平成1 2年度基盤C　｢『あいさつ表現儀礼の全国地図』の完成及び国際交流｣

課題番号　11610435　助成金額　50万円　研究者名　江端義夫

平成1 3年度基盤C　｢『あいさつ表現儀礼の全国地図』の完成及び国際交流｣

課題番号　11610435　助成金額　50万円　研究者名　江端義夫

平成1 4年度基盤C　｢『あいさつ表現儀礼の全国地図』の完成及び国際交流｣
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し課題番号1160435　助成金額　50万円　研究者名　江端義夫

平成15年度基盤C　｢『あいさつ表現儀礼全国地図』の解釈研究及び国際交流｣

課題番号15520291　助成金額130万円　研究者名　江端義夫

平成16年度基盤C ｢『あいさつ表現儀礼全国地図』の解釈研究及び国際交流

課題番号15520291助成金額　80万円　研究代表者　江端義夫

過去9年間にわたり,一貫して｢あいさつ表現儀礼｣を羊ついての討究を執物に行ってき

た.全国4 7都道府県で各一地点ずつ,筆者自身の臨地調査によるあいさつ儀礼調査も行

ったo同時に,フィールドワークを依頼して同じ調査票により通信依頼実地調査も行ったo

合計で5 0 6地点の全国資料を収集することが出来た｡成果の一部を, 2000年にポーラ

ンドで開催された国際会読において招待講演発表をさせていただき,一定の義務を履行す

ることができたと思っている｡

ところで､基礎図をゴム印符号で押印していく方法の言語地図では,物理的な時間がか

かり,大変な重労働を伴う｡そこで,労働の軽減が課題となった｡

3.本研究の着想に至った経緯と経過

貴重なデータを機械化により､何とか早く処理をして､ 『あいさつ表現儀礼全国地図』

という名前の本を世の中に出さなくてはならない｡これが､私の責務である｡手作りでは,

とても間に合わない｡コンピュータを使って,公刊することが課題であり義務である｡

資料の9割を電子化し終えたo今後,残りの1割を電子化した後,凡例の作成,地図化､

解釈-と進めていく｡

ポーランドでの国際会議(2000年度)では､手書き地図により,スケールの大きな研究

発表を行い,一定の反響があったo　平成14年度末の科研費報告書では､ポーランドでの

国際会議での英文発表稿を載せたところ,アメリカの専門誌のGEOLINGUISTICSが書評

で取り上げ,江端の伝播理論として注目されたのは,幸いであった｡

本研究課題が総合的で文明論に関わる面を持つために.解釈が容易ではなく､しかも,

従来の言語地理学の方法では解釈が不可能であることが判明したoそこで,社会言語学の

方法をも援用する必要が生まれた｡ひとまず, GISソフトの利用を本気で考えることとな

り,その方面の専門家の指導も受けたりした｡

本研究は､全国の村-江端が一人で臨地調査して実際の｢あいさつ表現儀礼｣方言を収

集する全国行脚を初めとして,半分専門家である人に嘩信依額実地調査をお願いするとい

う根気の要る仕事も実施したo私の臨地調査では､ダンボ-ルー箱の録音テープが収録で

きた｡自然傍受法に近い形での質観潮査なので,無駄な会話も収録されている1500時

間以上の生テープを聞き直して､音声記号に移し替える作業は､想像を絶する仕事である｡

しかも,通信依頼実地調査の資料と対等に取り扱うことにしたので,国際音声記号で書い

o



たものを,さらに,カタカナ記号に直す作業も必要になる｡こうして,通信依頼実地調査

の資料水準と同列にする変換事務が別に要ることとなる｡質の違う資料を同列に扱うため

の細心な注意が必要になってきている｡

臨地調査で得た方言資料と通信依頼実地調査で得た方言資料との間には,どんなに言葉

を尽くして説明しても,そこには,歴然とした差異がある｡方言は,唇の働きとか面倒臭

そうに応えるとか,視線の動きとか,傍らの人-の気遣いとか,回答された事象の生産場

面が持つ必然性というものに,深く関わるものなのである｡そんな方言の場面依存性に配

慮するようになったのが,語用論なのであろう｡方言の場面依存性をひしひしと感じてい

る私は,語用論に｢地域生活科学｣の視点が入れば.そのままで,方言研究に直結すると

考えている｡会話の立地条件の必然性が問われるのが､方言だからである｡社会言語学や

語用論や談帯研究,或いは､地理情報システムの活用など,いろいろの学問や技術が本研

究に縦横に絡まることになった｡ ｢あいさつ表現儀礼｣という人間生活の基礎であり,か

つ,結末である文明的価値の追究には,時間が必要であった｡本研究にのみ,一日中関わ

っていることなど出来なくて,もどかしい思いをしつつ,いたずらに,時間とお金を浪費

してきた漸悦の念にもかられる｡技術を直ぐに取り入れなくて,機械に遊ばされている疲

労感にさいなまれることもあった｡有意義な結論が想定できているのに､そこまでの道程

には,茨やぬかるんだ泥道が遮っていて,直進を阻んだりした｡こつこつと9年間を,請

めずに,一つの道を歩んできたが,しかし,まだ,公表できる手筈は整っていないo

本研究の斬新さや成果a?国際的な応用面の大きさなどは.初めの企画から,全く本研究

の重要さは失われていない｡むしろ,どんどん,本研究の価値が高まってきている｡当然,

国際化に伴い, ｢あいさつ儀礼｣の実態が事実として知りたいとの要求は増している｡言

うまでもなく,出会いと別れは,コミュニケーションの組織であり,そこに異なる文化･

文明に裏打ちされた｢あいさつ表現とあいさつ儀礼｣が醸し出される｡そこを,比較研究

に持っていくことが必至な課題であろう｡かかる現代の課題に回答を出すべきテーマなの

だということは,十分に心得ている筈である｡

本研究を, ｢地理言語学｣に関する日本での最初の成果として公表するつもりではある｡

本研究により,日本における地理言語学(地理方言学)が､今後に大きく発展することが期

待される｡もう暫く,猶予をいただきたいと,お願いするところである｡

4　本報告書の概要

本報告書の日次は五部で構成される｡

｢ Ⅰ ､研究の目的,研究経過及び本報告書の概要｣

｢Ⅱ, 『あいさつ表現儀礼全国地図』の全地点一覧及び臨地調査による『あいさつ表現

儀礼全国地図』地点一覧

｢Ⅲ,あいさつ表現儀礼全国地図資料一覧
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｢Ⅳ, w. viereck博士による言語地図の解釈技術の提供について｣

｢Ⅴ,今後の課題｣

先にも,述べたが, w. viereck博士が主催する『ヨーロッパ言語地図』は,既に60年

以上も.言語地図作製にかかりきっている.彼は五代目のリーダーであるoドイツのマー

ルブルク大学で戦後に開始された地図作りが, ⅩYプロッターで本格的に作動したのが,

1982年であるo　その後も,責任者が代わり.補充調査も実施されたり,主導権争いもあ

ったりして,解散騒ぎもあったQ長い年月をかけなくてはならない仕事には付き物の乳榛

である.初代のリーダーであるA.Weijnenには,私は1982年にべルギ一に訪ねて親李を

得たことがある.それ以降,ま3年が経過したo　まだ,それらの仕事は,果てしなく続け

られている｡ EUが統合し,気運は高まっている｡ただし,ヨーロッパの経済的な景気が

繁りを見せた現在,言語地図を継続して作り続けることは至難のわざである　W.Vier¢¢k

博士も2006年には､定年を迎える｡時間とお金のかかる言語地理学は,避けられるよう

になったo　簡便に, V野iationsの結果が得られる社会言語学-,人々の関心が移って行っ

た｡やむをえないことである｡労多くして,成果が革ぐには得られない言語地理学などに

拘っていられないのも当然である｡早く成果を得たいという人々の欲求が透けて見える｡

確かに, Trudgillが指摘するように,社会言語学にも限界があるo地理言語学の掌に抱

かれた中でしか動き回れないr孫悟空Jのような存在が,現在の社会言語学であろう｡私

も､そのことは十分に了解している｡

たとえ.社会言語学が新しさを求めて,どんどん地域差に触手を伸ばせば伸ばすはど､

地理言語学にならざるを得ないからである｡いまのところ,社会言語学がグラフや図表や

統計的数値を用いているので,共時的な側面が維持されている｡しかし,次第にGISな

どの利用が盛んになれば,社会言語学の意味が薄れる｡そうなった時に,社会言語学は,

地理言語学の一部だという指摘が,当然なこととなる｡地理的な図面は,歴史的な解釈を

許すものである｡そうなれば,共時態とばかりは言っておられず,適時態のこととして解

釈しなくてはならなくなるであろう｡地域差だけが残り,瞬時に情報が伝わる時代だ,と

言う人がいる｡地域差は無い,と言い切る人もおられる｡そうだろうか｡移動にはお金が

要るo　そのお金を､誰もが自由自在に使えると絃思えない.集団を形成して生きる動物な

ので,地域社会という枠組みは､学校教育場面を考えればJ避けて通れないものだという

ことは理解されよう｡恐らく,昭和20年代のような電気の行き渡らない村社会がまだ､

全国の各地に見られたころには,一生を村の中だけで過ごす人も少なくなかったし,方言

の純粋性も固く守られた｡そのころから比べれば,現在の高学歴社会化による国内の移動､

就職のための移動,会社の出張による移動,遠隔通勤による移動など.限りなく,人は自

分の生活圏を固辞しなくなってほいる｡そのような文明化による条件が人間の方言にどの

ような影響を与えるのか､という視点で研究するのに,恰好な艶題が｢あいさつ表現儀礼

全国地図｣の解釈研究なのである｡日本のように､近代化が著しく早く進んだ国だからこ
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そ,実験的に研究して,モデルを作ることが求められるのだと私は,考えているところで

ある｡世界に先駆けて､この研究を行う意味は,極めて大きいと自覚している｡

参考文献:

J.K.CHAMBERS, PETER TRUDGILL : Towards geolinguistics, I- Dialectology '', Cambrige

University Press, 1980

Yoshio Ebata: A New Interpretation of Dialect Atlas Data of Two Age Groups in Jap抑,

DIALECTOLOGIA et GEOLINGUISTICA , International Society for Dialectology and

Geolingmstics , 7/1 999

Wolfgang Viereck, Karin Viereck und Heinrich R朗nish: dtv-Aflas Englische Sprache, M色nchen,

Deucher Taschenbuch Verlag, 2002

つ
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Ⅱ. 『あいさつ表現儀礼全国地図』の全地点一覧及びr臨地調査による｢あい

さつ表現儀礼全国地図｣地点一覧について

1. 『あいさつ表現儀礼全国地図』の全地点一覧

(臨地調査地点及び通信依頼実地調査地点)

全国の都道府県47地点について, ｢村｣を探して,一地点ずつ､臨地調査した結果があ

る.筆者が一人で訪ねて調査した｡もう一つは,多くの協力者の力で､被調査者の家を訪

ねていただき,実地調査をしていただいたものである｡

全国で合計, 506地点を数えるoこれらの地点に時,複数の被東査者がいるので,実時

は1000人を越える人が,資料を提供してくださったことになるo一地点に一人の被調査

者という例も無いわけではない｡私が探していく場合には,個別の訪問になるので,ご自

宅を訪問することになり,必然的に､被調査者は一人になる｡しかし,村の教育委員会社

会教育課のお世話になる場合には,複数の人が参集くださっていることが少なくなかった｡

｢村｣のあいさつ表現儀礼という場合に,条件の統一を図る必要があるだろう′｡被調査者

を男に限定するなどということはしなかった｡人に人選を頼む場合には.必ずしも厳しい

条件を設けることはできにくい｡その村の生まれで､ 70歳くらいで, 3年以上,他村での

生活が無い人､話好きで余り学歴の高くない人,などといろいろの条件をつけると嫌がら

れる｡仮にお集まりいたたいた人について､世間話をしている内に,条件に合わないこと

が分かる場合がある｡しかし,せっかく休みを作って来て下さったのに, ｢あなたは結構

です｣と言って､帰っていたたくことなど,失礼で,できはしない｡結局,多数の人が集

まってくださった時には,生え抜きの人に多くの質問を集中する工夫をして,調査をやり

とげるしかない｡

次の頁の一覧は,全地点の図である｡よく眺めてみると,北海道には､もっと地点を多

くしても良かった｡網走などは､空自である｡明治以降の開拓地だからというイメージが

先行して､地点を多くはとらなかったように思う｡

岩手県の地点も少ない｡県下に満遍なく地点を設けても良かったが,通信依頼の困難さ

もあったように思われる｡佐渡島や八丈島など,方言の有名な最も敢えて,調査地点に含

めていないQ瀬戸内海の多くの島々も避けた.いわば,言語の古い状態を調べる意図を優

先していないということである｡今までの方言研究では,方言に古語を求めて,きひたす

ら,僻地や孤島に調査地点を設けたものである｡それは,それとしての意図が明確であり､

肯ける｡方言の区画とか方言周周論の追認だとかを目的にすれば,きっと.私も,八丈島

とか佐渡島とか,秋山郷とか,沖縄諸島とかをどんどん調査地点に入れていたことであろ

うo　しかし,今回の目的は,従来の方言研究の目的とは違っていた.古語と方言というよ

うな対立で方言を考えているわけではない｡日本列島全体を押さえて,地理的,文化的,

地勢的条件の差によって,どのようなあいさつ表現儀礼が見られるか,畿合的な観点から

日本列島全体を分析したいと考えていた｡

したがって,村と都市との対立や,地勢的な優位性と劣悪性とに関心があったのである｡

埠図上の地点にあいさつ表現儀礼を記述し､その上に､ GISによる国勢調査資料を重ねて
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いく｡地勢性と人勢性(江端の造語)との絡み合いにより,どうして,あいさつ表現という

コミュニケーションの機構がここで,こんな形で成立するのか,ということを考えたい｡

そのメカニズムを考究することにしたいものである｡これこそ､社会言語学と言語地理学

との融合による新しい地理言語学的研究だと考えられるからである｡

最近は,地理言語学Geolinguisticsに飽き足りなくて,地勢言語学という用語で､

Geolinguisticsにあてた方が適切に筆者の目指すところを言い表せるようにも思うようにな

っているo　しかし,地理言語学Geolinguisticsという用語さえ,まだ日本では普及してい

ないのに､それを言いだした本人が,すぐに､次の用語に変えてしまっては人々を不安に

おとしめることになるかと思案し,地勢言語学Geolinguisticsという用語にしたいのを我

慢しなくてはならないかと自己に言い聞かせているところである｡

-7-



『あいさつ表現儀礼全国地図』の全地点一覧
(臨地調査地点及び通信依頼実地爾査地点)



2,臨地調査による｢あいさつ表現儀礼全国地図｣地点一覧

平成17年4月1日付けで,全国の村の多くが無くなった｡他の村や町と合併して,小

さな単位の村が消えた｡私が全国を歩いて調査したころは､まだ,東京都にも槍原村とい

う村があったo各県に一つくらいは村が残っていたのである.十年くらい前には,それら

の村を選んで,調査していた｡しかし,九州や四国には,その当時でさえ､村が無くて,

町である地点が多かった.しかたが無くて,町にしたことがあるo　その県に村が一つでも

あれば,その村を訪ねたものである｡もう､これからの方言調査では,こんなことは望む

べくもないであろうo静岡市のように､海岸ら北端の県境まで,一つの市であるというマ

ンモス都市がまだ,十年前は,不自然に映った｡もう,誰も大きな市を不自然だという人

はいない｡

私には.村と都市との間には,寄り合いの習俗を初めとして,人蘭と人間との関わり合

いに.違いがあるものとの仮説がある｡いわば,都市には,合理性が求められ,せっかち

な人が多い｡ものの決め方にしても,多数決によりがちである｡村社会は､多数決の論理

では, rしこりが残る｣と思われている｡異議が無くなるまで,膝を突き合わせ､酒を酌

み交わし,何度も足を運んで,気持をほぐしていかなくてはならない｡そうした説得とい

うものは､村八分に｢ならない為の工夫であり,生活の知恵である｡今度,世話になる時に

も,快く応じてもらわなくてはならない｡多数決なんて,もっての外というのが,村社会

の論理である.だから,村には,統一したあいさつ表現儀礼がある,共通の摂理がある,

と私は信じているo都会的で一般的なあいさつ儀礼ではないものが､村人に共有されてい

る,と信じていたQそういう共有の財産､一貫した村の言語倫理とでも言うべきものを記

録しておきたかったのである｡

しかし,そのような根源的な精神は,簡単には把握しがたい｡また,体系的な説明が困

難である｡それでも,あきらめずに､資料を収集しつづけてきた｡たとえば,村に電気が

来るようになって音譜生活が変わったのか,隣村との境にトンネルが通じてから村の方言

が変わったのか,インフラの整備によって言葉が変わったのか,通勤圏の範囲が鉄道から

自家用車に変わったから言葉が変わったのか,その他の文化的･経済的･政治的な要因と

の関連で,あいさつ表現儀礼地図の分布を解釈していきたいと考えている｡

栃木県と兵庫県と香川県と長崎県と鹿児島県とには, 1994年当時, ｢村｣が無かったo

これらの五県には,村が無くて町以上しか無かった｡しかたがなくて,これらの五県につ

いては, ｢町Jについて調査をした｡

以下の地図には,調査地点の一覧が掲載されている.
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臨地調査による　rあいさつ表現儀礼全国地図｣地点

146'

100　　　　　　0　　　　　1 00　　　　　200　　　　　300km

★　訴査地点

o110厚田村

o206常盤村

o304玉山村

o408花山村

o509南外村

o608戸沢村

o706大玉村

o名11大洋村

o912西方町

1010倉淵村

1106玉川村

1204長生村

EffilヨM

1407清川村

1507刈羽村

1605山田村

1707鳥越村

1806宮崎村

1904明野村

2005四賀村

2107和良村

2209豊岡村

2305作手村

2409勢和村

2512朽木村

2606南山城村

2706千早赤坂村

2804生野町

2905明日香村

3007南部川村

3101福部村

3204吉田村

3101福部村

3204吉田村

3304八束村

3409筒賀村

3508旭村

3605美郷村

3710仁尾町

3812内海村

3904日高村

4002赤村

4101背振村

4203西海町

4306坂本村

4411米水津村

4507須木村

4608知覧町

4701国頭村

128　　　　　　　　　　　　　　130'" 132'　　　　　　　　　134'
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3.調査番号･調査地点名･調査者･被調査者生年･調査年の-隻

全506地点の全情報を,調査地点､調査者､被調査者生年,調査年に限って.以下に掲

載するo

実は,被調査者のお名前も,職業も全部,記述したかったのだけれども,それはさしひ

かえた｡個人情報を保護しなくてはならない｡下記の情報で個人を特定できなくはない｡

厳密に探していけば,調査に協力してくださったお方を突き止めることは容易にできようo

ただし,好意的な対応にさせていただいたのである｡資料提供者の親切を尊く待遇したい

と思っている｡余計な不都合を避けなくてはならない｡迷率の及ばないように対応したい

と思っているo種々思案した結果､方言調査に協力してくださったお方のお名前は,感謝

を込めて記載させていただくことにした｡被調査者の生年も記すことにした｡資料の性格

を知るための大切な情報だからである｡

しかし,調査者名を挙げるのには,少しためらいもある｡これだって,この人でなくて.

他の誰々さんだったら､もっと,土地勘があったであろうから,他の人に頼めば,もう少

し,詳細な報告ができたかも知れない,などと言われ兼ねない｡この人は,土地に不案内

な余所の土地からの教員だということが分かれば,資料の倍額性が危ぶまれる場合なども

危慎される｡お名前を出せば,出したで,きっとプラスとマイナスの効果が現れる｡

覚悟を決めよう｡これは,協力者と私との信頼鰐係が基本になる｡方言の調査は,大変

に労力を要する仕事である｡それを引き受けて,快く,最後までやってくださったという

ことを大切に思い,全幅の敬意を表すつもりで,お名前を掲げさせていただくことにした｡
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地点番号調査地点
o110　　北海道厚田郡厚田村大字厚田村
o108　　北海道滝川市西2条北
o104　　北海道上川郡上川町新町
o103　　北海道紋別郡白滝村東区
o109　　北海道夕張郡栗山町角田
o105　　北海道上川郡新得町西3条南
o102　　北海道足寄郡陸別町栄町
o1 12　　北海道島牧郡島牧村字江ノ島
o111　北海道白老郡白老町字杜台
o107　　北海道三石郡三石町宇美野和
o106　　北海道中川郡豊頃町茂岩末広町
o101　北海道厚岸郡浜中町霧多布西4条
o1 13　　北海道松前郡松前町字福山
o1 14　　北海道亀田郡椴法華村字浜町

調査者　　被調査者生年
江端義夫　　　　1921
金子忠司　　　　1937
高橋良弘　　　　1927
小栗法詔　　　　1937
森若-治　　　　1919
秋山秀敏　　　　1951
北村正利　　　　1923
北島　　　　　　　1951
有江則雄　　　　1926

調査年
1995

1999

2000

1997

1999

1999

2000

1997

1999

小野寺聡　　　　1927 1999/2000
塚崎明久　　　　1934
舟橋正誉　　　　1930
村松勲　　不明
山本潤一

o207　青森県西津軽郡深浦町大字北金ヶ沢字塩見伊東信
o208　青森県西津軽郡森田村大字森田字駒ケ測　山谷敬二
o209　青森県北津軽郡金木町大字喜良市字平苅　奈良健司
o210-2　青森県東津軽郡蓬田村大字広瀬字坂元　越田茂弘
o210-1青森県東津軽郡蓬田村大字中沢字浪返　越田茂弘
o206　青森県南津軽郡常盤村大字常盤字西田　　江端義夫
o205　青森県南津軽郡平賀町大字平田森字稲村　相馬光徳
o204　青森県東津軽郡平内町大字小湊字後落　後藤久志
o203　青森県上北郡天間林村大字天問舘字森ノ上甲田美喜雄不明
o201　青森県下北郡風間浦村大字蛇浦字新釜谷　柴垣弘美
o202　青森県三戸郡倉石村大字又重字舘町　　中村竹徳

o301　岩手県九戸郡種市町平内
o302　　岩手県九戸郡九戸村大字長興寺
o304　　岩手県岩手郡玉山村大字川又字小沢
o303　　岩手県下閉伊郡岩泉町岩泉字下宿
o305　　岩手県岩手郡雫石町上町
o306　　岩手県気仙郡三陸町越喜来字所通
o307　　岩手県東磐井郡室根村折壁字大洞
o308　　岩手県東磐井郡藤沢町藤沢字八沢

o408-1宮城県栗原郡花山村字本沢御堂
o407　　宮城県栗原郡一迫町北沢平林
o404　　宮城県栗原郡志波姫町堀口宮中
o405　　宮城県遠田郡涌谷町字
o403　　宮城県桃生郡河北町相野谷字本屋敷
o401　宮城県牡鹿郡女川町旭が丘

堀米繁男
古舘保男
江端義夫
大原亜希子
佐々木正志
及川ハマ子
力雄

畠山洋

江端義夫
菅原金昌
曽根堅哉
楼井信　　不明
安斎寛
木村善行

o402　　宮城県牡鹿郡牡鹿町大字小網倉浜字小網虐中村兵衛
o406　宮城県宮城郡松島町幡谷字原ケ沢　　　　佐々木淑子
o41 1　宮城県柴田郡川崎町大字支倉字堀ノ内　　佐藤貞二
o412-1宮城県刈田郡上ケ宿町字関
o412-2　宮城県刈田郡七ヶ宿町字関
o409　　宮城県亘理郡亘理町字裏城戸
o410　　宮城県伊具郡丸森町宇田町北
o408-2　宮城県栗原郡花山村大字本沢宇久保

o501　秋田県山本郡藤里町藤琴字三ツ谷脇
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佐藤繁
佐藤繁/
宍戸一郎
渋谷清
江端義夫
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0502　　秋田県北秋田郡鷹巣町綴子字東舘
0503　　秋田県山本郡八竜町鵜川東鵜川
0504　　秋田県南秋田郡五城目町大川字り川フケ
0506　　秋田県河辺郡河辺町北野田高屋字榊表
0507　　秋田県仙北郡協和町荒川字下中野
0508　　秋田県由利郡岩城町亀田最上町
0505　　秋田県仙北郡西木村問屋字六本松
0509-1秋田県仙北郡南外村字上中宿
0510　　秋田県仙北郡仙南村飯詰字南西法寺
051 1　秋田県平鹿郡大雄村字東四津尾
0513　　秋田県平鹿郡増田町増田字本町

五代儀節子
近藤克彦
伊藤憲明
榊正
進藤康平　不明
岩城町教育･不明
新山修生
江端義夫
半田裕幸
小松田文夫
高橋道明

0512　　秋田県平鹿郡十文字町十文字新田字下佐吉佐々木志朗
0514　　秋田県雄勝郡皆瀬村川向字向野
0515　　秋田県雄勝郡雄勝町横堀字白銀町
0509-2　秋田県仙北都南外村字薬師堂

0604　　山形県鶴岡市双葉町
0602　　山形県最上郡真室川町大字新町
0601　山形県最上郡最上町大字黒沢
0603　　山形県飽海郡平田町大字砂越字上川原
0607　　山形県東田川郡立川町狩川楯下

沼倉浩一
江畑冨士也
江端義夫

鈴木晃
佐藤貢
最上町教育;
佐藤春吉
長南寿-

0608-1山形県最上郡戸沢村大字古口字古口上台　江端義夫
0609　　山形県最上郡大蔵村大字清水
0605　　山形県西田川郡温海町大字湯温海甲
0606　　山形県東田川郡朝日村大字大鳥字高岡
0610　　山形県西村山郡河北町谷地乙
061 1　山形県東根市東根丙
0612　　山形県上山氏皆沢
0615　　山形県西置賜郡小国町大字緑町
0614　　山形県西置賜郡飯豊町中
0613　　山形県米沢市太田町
0608-2　山形県最上郡戸沢村古口字古口
0608-3　山形県最上部戸沢村大字古口

早坂松一
五十嵐要一
宮崎清男
矢作春樹
ハヤサカミノ
木村清三郎
高橋和衛
長岡葦
鈴木たみ子
江端義夫
江端義夫

0708　　福島県耶麻郡熱塩加納村大字宮川字八反E長瀬谷広之
0709　福島県耶麻郡西会津町　　　　　　　　根本一　　不明
0713　福島県南会津郡只見町只見新町　　　　新国勇
0710　福島県河沼郡柳津町大字柳津字諏訪町甲　土橋諭
0712　福島県大沼郡昭和村大字佐倉　　　　　馬場勇伍
071ト1福島県南会津郡下郷町大字音金字蛇口　　室井初子
0707　福島県耶麻郡猪苗代町大字三ツ和字五十軒兼田芳宏
0706-1福島県安達郡大玉村大字大山字三合目　　江端義夫
0701　福島県相罵郡飯館村草野字本町　　　　細川亨
0702　福島県田村郡小野町大字夏井字太子堂　　阿部兆
0705　福島県石川郡玉川村大字川辺字舘　　　田子国夫
0704　福島県石川郡石川町字当町　　　　　　丹内春夫
0703　福島県東白川郡鮫川村大字赤坂中野字道,}山本治三郎
0706-2　福島県安達郡大玉村大字大山字三合目　　江端義夫
071卜2　福島県南会津郡下郷町大字沢田字前田乙　室井初子
071ト3　福島県南会津都下郷町大字栄富字下モ平甲室井初子

0801　茨城県北茨城市大津町
0802　　茨城県多賀郡十王町大字友部
0804　　茨城県那珂郡美和村大字高部
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黒薄利康

1 927　　　　2000

1933 1999/2000

1933　　　　1998

1 925　　　　2000

1999

1999

19　　　　1997

1918　　　1995

1927　　　　1997

1932　　　　1997

1 957　　　　2000

1928　　　　1997

1926　　　　1997

1925　　　　1999

1916　　　　1995

一1922　　　　2000

1923　　　　1999

1 921　　　　2000

2000

1 938　　　　2000

1928　　　　1995

1922　　　　1997

1935　　　　1999

1911　　　1997

1931　　　1997

1937　　　　1999

1 933　　　　2000

1939　　　　1997

1928 1999/2000

1943　　　　1999

1929　　　　1995

1928　　　　1995
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o805　　茨城県東茨城郡桂村阿波山
o803　　茨城県那珂郡東海村大字村松
o806　　茨城県西茨城郡岩瀬町大字友部
o807　　茨城県真壁郡大和村大曽根
o808　　茨城県東茨城郡茨城町木部
o809　　茨城県鹿島郡旭村大字勝下
o810　　茨城県東茨城郡小川町宮田
o811-1茨城県鹿島郡大洋村
o81卜2　茨城県鹿島郡大洋村
o81卜3　茨城県鹿島郡大洋村
o812　　茨城県鹿島郡波崎町

o90卜1栃木県那須郡那須町寺子丙
o90卜2　栃木県那須郡那須町芦野
o90卜3　栃木県那須郡那須町湯本
o902　栃木県那須郡湯津上村湯津上
o908　　栃木県今市市森友
o903　　栃木県那須郡烏山町
o907-2　栃木県河内郡河内町中岡本
o907-1栃木県河内郡河内町下田原
o907-4　栃木県河内郡河内町大字古田
o907-3　栃木県河内郡河内町大字逆面
o906-1栃木県塩谷郡高根沢町桑窪
o906-2　栃木県塩谷郡高根沢町桑窪
o909　　栃木県宇都宮市篠井町
o904　栃木県芳賀郡茂木町小山
o912-1栃木県上都賀郡西方町大字元
o905　栃木県芳賀郡益子町益子
o913　　栃木県安蘇都田沼町大字田沼
o91 1　栃木県下都賀郡大平町榎本
o910　栃木県芳賀郡二宮町大字下大曽
o912-2　栃木県上都賀郡西方町大字元

1007　群罵県利根郡川場村大字天神
1009　群罵県吾妻郡草津町大字草津
1008　群馬県吾妻郡高山村尻高
1006　群罵県勢多郡赤城村津久田
1004　群馬県勢多郡東村大字座間
1005　　群馬県勢多郡富士見村田島
1010-1群馬県群馬郡倉測村大字権田
1011　群馬県群馬郡箕郷町大字西明屋
1003　群罵県吾妻郡東村大字岡崎
1002　　群馬県新田郡新田町市野井
1001　群馬県邑楽郡明和村大字中谷
1013　　群馬県甘楽郡南牧村大字羽沢
1010-2　群島県群馬郡倉測村大字川浦
1012　　群馬県多野都万場町麻生

1 108　　埼玉県児玉郡美里町
1109　埼玉県秩父郡皆野町大字国神
1107　埼玉県秩父郡東秩父村安戸
1106-1埼玉県比企郡玉川村玉川
1105　埼玉県北埼玉郡川里村大字新井
1101　埼玉県北葛飾郡杉戸町倉松
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三村敏男
塙勝美
安達徹
小川精道
野口邦夫
飛田寿
立村よし枝
江端義夫
江端義夫
江端義夫
佐藤新司

橋本巌
那須町教育'
阿久津勉
佐藤充
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半田勇　　不明
西原トミ
野上直子　　　　1932
加藤吉三　　　　1926
藤井伸一　不明
藤井伸一　調査当時65/J
斎藤久子　　　　1921
斎藤久子　　　　1923
増山孝之　　　　1939
河原道男　　　　1938
江端義夫　　　　1929
山口孟　　　　　　1934
片柳茂　　　　　1919
猿山幸子　　　　1949
柴山宮子　　　　1920
江端義夫　　　　1935

宮内たみ
宮原泰三
松井正八
須田波平
高車木広司
鈴木清茂
江端義夫
大塚葺
横田芳衛
小宮俊久　不明
不明
市川文三郎
江端義夫
新井正治

桜井穂積　不明
橋本賢伸
浅見雄一
江端義夫
藤村和幸
斎藤浩太郎
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1110　　埼玉県秩父郡荒川村聾川
1 104　　埼玉県比企郡川島町大字三保谷宿
1 103　　埼玉県入間郡三芳町大字藤久保
1102　　埼玉県吉川市大字小松川
1106-2　埼玉県比企郡玉川村五明
1106-3　埼玉県比企郡玉川村字玉川
1106-4　埼玉県比企郡玉川村玉川
1106-5　埼玉県比企郡玉川村字玉川
1106-6　埼玉県比企郡玉川村玉川
1106-7　埼玉県比企郡玉川村大字玉川
1106-8　埼玉県比企郡玉JHf寸玉川

1203　　千葉県香取郡下総町猿山
1201　千葉県香取郡小見川町小見川
1202　　千葉県香取郡山田町仁良
1205　　千葉県長生郡長南町今泉
1204-1千葉県長生郡長生村字小泉
1206　　千葉県夷隅郡御宿町須賀
1207　　千葉県安房郡三芳村山名
1208　　千葉県安房郡千倉町瀬戸
1204-2　千葉県長生郡長生村字小泉

1301　東京都台東区浅草
1306　　東京都西多摩郡槍原村
1305　　東京都西多摩郡瑞穂町大字箱根ヶ崎
1 303　　東京都調布市深大寺南町
1307　　東京都利島村
1302　　東京都杉並区高円寺北
1304　　東京都立川市西砂町

1404　　神奈川県津久井郡相模湖町与瀬
1406　　神奈川県津久井郡津久井町青山
1407-1神奈川県愛甲郡清川村煤ケ谷
1403-1神奈川県海老名市社家
1403-2　神奈川県海老名市今里
1410　　神奈川県南足柄市和田河原
1408　　神奈川県足柄上郡松田町松田惣領
1405　　神奈川県津久井郡藤野町吉野
141 1　神奈川県足柄下郡湯河原町福浦
1402　　神奈川県逗子市小坪
1401　神奈川県横須賀市上町
1407-2　神奈川県愛甲郡清川村煤ケ谷
1407-3　神奈川県愛甲郡清川村
1407-4　神奈川県愛甲郡清川村煤ケ谷
1409　　神奈川県足柄上郡大井町金子

1501　新潟県岩船郡関川村大字蛇喰
1503　　新潟県中蒲原郡村松町大字下大蒲原
1502-2　新潟県東蒲原郡上川村大字広谷甲
1502-1新潟県東蒲原郡上川村大字豊川甲
1502-3　新潟県東蒲原郡上川村大字豊川甲
1506　　新潟県三島郡寺泊町
1507-1新潟県刈羽郡刈羽村大字井岡
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二ノ宮完二長
大野恵司
松本伸治
吉川市教育
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫

江尻和正
増田利夫
安原寿和
志関さちこ
江端義夫
御宿町教育不明
樋口正規
千倉町教育不明
江端義夫

渋滞克己
江端義夫
村山美春
調布市教育･
前田清一
大河原章雄
宮崎光一

中里利夫
津久井町教.
江端義夫
川村志保
関口貴子
渡辺治美
矢野康雄
吉野甫
湯河原町教.
草柳庄一
大内順子
江端義夫
江端義夫
江端義夫
大井町教育て

安久昭男
桐生俊和
長谷川昭平
長谷川昭平
長谷川昭平
八重樫由美
江端義夫
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1504

1505

1507-2

1509

1510

1511

1508

新潟県北魚沼郡守門村大字西名
新潟県北魚沼郡広神村大字中家
新潟県刈羽郡刈羽村大字割町新田
新潟県東頚城郡大島村大字菖蒲
新潟県東頚城郡松之山町橋詰
新潟県中魚沼郡中里村貝野戊
新潟県中頚城郡柿崎町芋島

1610　　富山県西砺波郡福岡町沢川
1609　　富山県小矢部市浅地
1608　　富山県西砺波郡福光町西町
1605-2　富山県婦負郡山田村湯
1606-2　富山県東砺波郡井波町院瀬見
1606-1富山県東砺波郡井波町谷
1605-1富山県婦負郡山田村湯
1604　　富山県中新川郡立山町泉
1602　　富山県下新川郡入善町小摺戸
1601　富山県下新)II郡朝El町東草野
1603　　富山県下新川郡宇奈月町
1 607　　富山県東砺波都城端町大工町

1701　石川県珠洲市野々江町
1702　　石川県鳳至郡能都町真脇
1703-1石)]I県河北郡高松町字高松
1703-2　石川県河北郡高松町字高松
1703-3　石川県河北郡高松町字高松
1703-4　石川県河北郡高松町字高松
1703-5　石川県河北郡高松町字高松
1704　　石川県河北郡津幡町川尻
1705　　石川県松任市米永町
1706　　石川県能美郡辰口町徳山
1707　　石川県石JtI郡鳥越村字神子清水
1708-1石川県石川郡吉野谷村下吉野地区
1708-2　石川県石川郡吉野谷村市原地区
1708-3　石Jt一県石Jtt郡吉野谷村木滑地区
1708-4　石川県石Jtl郡吉野谷村中宮地区
1709　　石川県石川郡尾口村字尾添
1710　　石川県江沼郡山中町中田町

1803　　福井県坂井郡三国町黒目
1801　福井県坂井郡金津町刑
1802　　福井県坂井郡坂井町下新庄
1804　　福井県福井市下江守町
1806-1福井県丹生郡宮崎村大字小曽原
1806-2　福井県丹生郡宮崎村八田
1 807　　福井県南条郡河野村河野
1805　　福井県今立郡池田町魚見
1808　　福井県遠敷郡名田庄村中

1903　　山梨県北巨摩郡大泉村西井出
1905　　山梨県北巨摩郡白州町台ケ原
1904　　山梨県北巨摩郡明野村上手
1901-1山梨県北都留郡小菅村
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酒井良一
桜井清博
江端義夫
飯田義郎
村山悦夫
南雲昭治
玉井秀一

日和祐樹
橋本良太
定村武雄
江端義夫
前川正夫
前川正夫
江端義夫
水野元雄
杉沢禎子
金森喜一
宇奈月町教.
大平奈央子
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寺井一也　　　　1948
八幡美雪　当時41歳
丹羽又平　　　　　1928
丹羽又平　　　　　1928
丹羽又平　　　　　1926
丹羽又平　　　　　1929
丹羽又平　　　　　1926
洞庭由美子　　　1915
小中和也　　　　1928
山田省祖　　　　1926
江端義夫　　　　1929
吉野谷村教育委員会
吉野谷村教育委員会
吉野谷村教育委員会
吉野谷村教育委員会
林源常
家田穣一

天井和峰
宗石健一
辻恵志
坂手一成(妻
江端義夫
江端義夫
玉村ひろ美
堀口修一
栗谷行男　不明

中津徹也
杉本充
江端義夫
田中示巳計

1925

1942
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190卜2　山梨県北都留郡小菅村
1902　　山梨県東山梨郡大和村日影
1906　　山梨県中巨摩郡櫛形町下市之瀬
1907　　山梨県東八代郡豊富村大鳥居
1908　　山梨県東八代郡芦川村鷺宿
1909　　山梨県西八代郡下部町常葉
1910　　山梨県南巨摩郡南部町内船

2002　　長野県北安曇郡小谷村北雨中
2003　　長野県上水内郡鬼無里村大字鬼無里
2004　　長野県更埴市大字森南殿入
2005　　長野県東筑摩郡四賀村板場
2007　　長野県小県郡和田村
2006　　長野県北佐久郡望月町布施
2013　　長野県木曽郡王滝村
2010　　長野県木曽郡木祖村薮原
2008　　長野県上伊那郡辰野町

守重洋作
天野勝博
杉山人歳
岡野秀典
古屋利文
馬場たき
森田-

元村なか(辛
北沢正則
堀内美和
江端義夫
遠藤八郎
土屋宗雄
大家幸雄
相渡良好
三浦孝美

2009　　長野県上伊那郡長谷村大字溝口および市野小松正人
201 1　長野県上伊那郡飯島町七久保
2012　　長野県下伊那郡高森町下市田
2001　長野県下水内郡栄村大字堺

2101　岐阜県吉城郡神岡町高原町
2102　　岐阜県大野郡高根村日和田
2109　　岐阜県本巣郡根尾村水鳥
2108-1岐阜県郡上郡八幡町
2108-2　岐阜県郡上郡八幡町
2107-1岐阜県郡上郡和良村上京
2103　　岐阜県加茂郡東白川村
21 10　　岐阜県不破郡垂井町平尾
2106　　岐阜県武儀郡武儀町下之保
2105　　岐阜県可児郡御嵩町中切
2104　　岐阜県恵那郡串原村
2107-2　岐阜県郡上郡和良村宮地

2211　静岡県磐田郡佐久間町佐久間
2210　　静岡県磐田郡龍山村戸倉
2209-1静岡県磐田郡豊岡村字新開
2212-1静岡県引佐郡三ケ日町都筑
2212-2　静岡県引佐郡三ケ日町都筑
2213　　静岡県湖西市吉美
2206　　静岡県榛原郡中川根町下長尾
2205　　静岡県志太郡岡部町
2207　　静岡県小笠郡菊川町堀之内
2208　　静岡県榛原郡御前崎町御前崎
2204　　静岡県賀茂都賀茂村安良里
2203　　静岡県賀茂郡松崎町岩科南側
2202-2　静岡県賀茂郡東伊豆町稲取
2202-1静岡県賀茂郡東伊豆町稲取
2209-2　静岡県磐田郡豊岡村字新開
2201　静岡県駿東郡小山町中日向

丸山浩隆
尾畑智勇
斉藤文成

1909　　　　1997

1917　　　　1997

1915 1999/2000

1928　　　　1997

1921　　　1999

1 930　　　　2000

1918　　　1999

1927　　　　1997

1 936　　　　2000

1919-1930　　　　　2000

不明

鈴木幹宏
遠藤厚志
所美干敏
高橋教雄　不明
八幡町役場:不明
江端義夫
田口博　　不明
渡辺隆
山岡透
佐賀松彦
三宅勝彦
江端義夫

森田俊和
鈴木公鹿
江端義夫
名倉三郎
久米偉夫
湖西市教育て不明
藤田幸男
薮崎悦男
後藤一日
植田一
村松敦
田口宣
鈴木正彦
山口博
江端義夫
矢後智夫

1922　　　　1996

1918

1999

1 933　　　　2000

1926　　　　1997

1950　　　　1999

1997

1937　1999/2000

1937　　　　1999

1958　　　　1999

1915　　　　1999

1939　　　　1997

1916　1999/2000

1999

1999

1912　　　1996

1997

1924　　　　1999

1925　　　1999

1905　1999/2000

1949　　　　1997

1947　　　　1996
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1927

調査当時65毒
1925

1953

1927

1927

1926

1925

1922

1910

2314　愛知県葉栗郡木曽川町大字玉ノ井字新屋敷岩田衛子　不明
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2313　　愛知県春日井市廻間町
2317　　愛知県海部郡立田村大字雀ケ森字郷中
231 6　　愛知県海部郡佐屋町須依須賀割
2315　　愛知県海部郡飛島村大宝
2312-1愛知県知多郡南知多町大字内海字北向
2312-2　愛知県知多都南知多町大字豊浜字六面
2306　　愛知県東加茂郡足助町中之御所植田
2302　　愛知県北設楽郡津具村字見出
2301　愛知県北設楽郡豊根村大字下黒川字蕨平

伊藤浩
深田久美子
吉田トキ子
成田安夫
中村祥
津田武男
成瀬常雄
伊藤清子
村松稔

2307　　愛知県東加茂郡下山村大字小松町字由ケ入加藤東
2304　　愛知県北設楽郡設楽町大字西納庫字岡田胴金田喜兵衛
2303　　愛知県北設楽郡東栄町下田野中
2305-1愛知県南設楽郡作手村清岳
231 1　愛知県安城市井杭山町家下
2308　　愛知県額田郡額田町大字牧平字大門
2310　　愛知県渥美郡赤羽根町大字越戸字中嶋
2305-2　愛知県南設楽郡作手村中河内字広畑
2305-3　愛知県南設楽郡作手村大字中河内井戸向
2309　　愛知県豊橋市杉山町字東谷

2401　三重県員弁郡北勢町大字瀬木
2402　　三重県桑名市新町
2404　　三重県阿山郡伊賀町大字柘植町
2403　　三重県亀山市西丸町
2405　　三重県安芸郡美里村
2406　　三重県津市大里窪田町
2407-1三重県一志郡嬉野町下之庄
2407-2　三重県一志郡嬉野町下之庄
2407-3　三重県一志郡嬉野町大字一志
2408-3　三重県一志郡美杉村八知
2408-1三重県一志郡美杉村八知
2408-2　三重県一志郡美杉村八知
2409-1三重県多気郡勢和村大字朝柄
2409-2　三重県多気郡勢和村大字片野
2409-3　三重県多気郡勢和村大字丹正
2409-4　三重県多気郡勢和村大字波多瀬
2412　　三重県多気郡宮川村大字神滝
241 1　三重県度会郡大内山村
2410　　三重県度会郡南島町大方竃
2413　　三重県南牟婁郡御浜町阿田和
2414-1三重県南牟婁郡鵜殿村
2414-2　三重県南牟婁郡鵜殿村

2512-1滋賀県高島郡朽木村大字市場
2512-2　滋賀県高島郡朽木村市場
2512-3　滋賀県高島郡朽木村大字市場
251 1　滋賀県高島郡高島町大字勝野
2513　　滋賀県高島郡マキノ町牧野
2509　　滋賀県草津市木川町
2508　　滋賀県野洲郡中主町
2510　　滋賀県甲賀郡信楽町大字長野
2507　　滋賀県蒲生郡竜王町大字鏡
2506　　滋賀県甲賀郡水口町宮ノ前
2505　　滋賀県甲賀郡土山町北土山
2504　　滋賀県犬上郡多賀町藤瀬
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東栄町教育･.
江端義夫
石川則子
宇佐美正子
鈴木隆広
江端義夫
江端義夫
寺田博隆

1916　　　　1999

1932　　　　1997

1 926　　　　2000

1930　　　　1997

1931　　　1997

1926　　　　1997

1921 1999/2000

1932　　　　1997

1965　　　　1997

1997

1 955　　　　2000

1 937　　　　　2000

1910

1 928　　　　2000

1926　　　　1999

1 926　　　　2000

1914　　　　1996

1913　　　　1996

1 930　　　　2000

伊藤宗幸　　　　1 936
伊藤延夫　　　　1 946
余野共子　　　　　1927
亀山隆　　不明
谷口竜二郎調査当時50tf
園田純子　　　　1913
和気清章　　　　1928
和気清章　　　　1 926
和気清章　　　　1925
藤田欽哉　　　　1920
山中言明　　　　1915
登知貞　　　　　1929
江端義夫　　　　1937
江端義夫　　　　1 930
江端義夫　　　　1931
江端義夫　　　　1928
山下晃　　　　　　1926
中井求　1920?
浅井正道
泉八郎
大野草介
大野草介
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江端義夫　　　　1921
江端義夫　　　　1922
江端義夫　　　　1928
横田三千太　　　1920
青谷恭　　　　　1923
生涯学習課1946/1916
吉田芳行　　　　1955
奥田利明　不明
小西葺
森井優香里
粂田美佐登
小泉周一
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2501　滋賀県伊香郡高月町井口
2502-1滋賀県坂田郡伊吹町上坂並
2502-2　滋賀県坂田郡伊吹町上坂並
2503　　滋賀県坂田郡米原町番場

2602　　京都府竹野郡丹後町問人
2601　京都府与謝郡伊根町字蒲入
2604　　京都府天田郡三和町字芦測

高橋正泉
高橋順之
高橋順之
酒井美実

東要助
泉本明
三和町教育

2603　　京都府船井郡和知町字下乙見小字木戸本　堀郁太郎
2605　　京都府船井郡園部町栄町　　　　　　　　辻健二郎
2606-1京都府相楽郡南山城村大字田山字堂山　　江端義夫
2606-2　京都府相楽郡南山城村大字北大河原北垣内江端義夫
2606-3　京都府相楽郡南山城村田山字小本出　　　江端義夫

2701　大阪府豊能郡豊能町余野
2703　　大阪府池田市城南
2702　　大阪府茨木市真砂
2704　　大阪府大東市卸供田
2705　　大阪府富田林市富田林町
2707-2　大阪府河内長野市加賀田
2707-1大阪府河内長野市上田町
2712　　大阪府泉南郡岬町淡輪
2711　大阪府阪南市自然田
2708　　大阪府泉南郡熊取町野田
2706-1大阪府南河内郡千早赤阪村大字森屋
2706-2　大阪府南河内郡千早赤阪村大字森屋
2706-3　大阪府南河内郡千早赤阪村大字森屋
2709　　大阪府泉南郡田尻町大字吉見
2710　　大阪府泉南市幡代

2804-1兵庫県朝来郡生野町円山
2804-2　兵庫県朝来郡生野町円山
280卜1兵庫県多紀郡篠山町大野
280卜2　兵庫県多紀郡篠山町日置
2801-3　兵庫県多紀郡篠山町小立
2806　　兵庫県出石郡但東町
2805　　兵庫県養父郡養父町広谷
2807　　兵庫県美方郡温泉町田中
2808　　兵庫県宍粟郡波賀町安賀
2810　　兵庫県赤穂郡上郡町西野山
2802　　兵庫県多紀郡今田町市原
2803　　兵庫県加古郡稲美町加古
2809　　兵庫県佐用郡佐用町口金近

2905-1奈良県高市郡明日香村字岡
2905-2　奈良県高市郡明日香村野口
2901　奈良県山辺郡山添村大字広瀬
2902　　奈良県宇陀郡室生村大字向測
2903-1奈良県宇陀郡御杖村
2903-2　奈良県宇陀郡御杖村
2909　　奈良県吉野郡十津川村大字湯之原
2904　　奈良県宇陀郡榛原町母里
2910　　奈良県吉野郡下北山村浦向
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小嶋均
田上雅則
宮里健三
平松汎之
潰野啓一
河内長野市
竹鼻康次
川村治雄
阪南市教育
大野産介
江端義夫
江端義夫
江端義夫
谷口頴境
向井俊生

江端義夫
江端義夫
前Jtl澄夫
篠山町教育
貫井三男
中井良興
藤原弘幸
馬場正男
宮田隆広
丸山一馬
貫井三男
本岡一郎
田逮博

調査当時65
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江端義夫
江端義夫
今本俊二
小谷耕平
御杖村教育不明
御杖村教育不明
大野嘉男
西田慎也
田ノ下美津代
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2908　　奈良県吉野郡西吉野村平沼田
2906　　奈良県吉野郡下市町立石
2907　　奈良県五候市今井

3007-1和歌山県日高都南部川村大字谷口
3007-2　和歌山県日高郡南部Jtl村大字谷口
3014　　和歌山県東牟婁郡北山村下尾井
3011　和歌山県西牟婁郡串本町串本
3008　　和歌山県日高郡龍神村福井
3006　　和歌山県日高郡中津村高津尾
3002　　和歌山県那賀郡打田町北勢田
3009　　和歌山県西牟婁郡中辺路町
3012　　和歌山県東牟婁郡古座川町高池
3005　　和歌山県日高郡由良町
3003　　和歌山県伊都郡かつらぎ町佐野
3004　　和歌山県有田郡清水町久野原
3010　　和歌山県西牟婁郡白浜町堅田
3001　和歌山県那賀郡粉河町粉河
3013　　和歌山県新宮市橋本

3101-1鳥取県岩美郡福部村高江
310卜2　鳥取県岩美郡福部村大字八重原
3102　　鳥取県岩美郡国府町高岡
3105　　鳥取県八頭郡若桜町若桜
3103　　鳥取県八頭郡郡家町郡家
3106　　鳥取県八頭郡佐治村大字古市
3109　　鳥取県東伯郡東伯町三保
3111　鳥取県西伯郡日吉津村富吉
3107　　鳥取県東伯郡三朝町西小鹿
3110　　鳥取県西伯郡大山町所子
3108　　鳥取県東伯郡関舎町堀
3104　　鳥取県八頭郡八東町北山
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八幡甚蔵
井片克司
五催市教育三

江端義夫
江端義夫
小西出
浪昭三
田ノ同君男
林信輝　1933他
貴多橋-仁
小森修　　不明
根木直温
岩崎芳幸
木村佳和
二沢久雄
箱嶋岩夫
稲垣干香
前岡克弥

江端義夫
江端義夫
津川ひとみ
岡崎正雄
中川義隆
中島嘉吉
田中知子
高森彰
石原伸二
伊勢田洪
松之舎文雄
西山忠実

204-1島根県飯石郡吉田村大字吉田村字川原町　江端義夫
204-2　島根県飯石郡吉田村大字吉田村字川原町　江端義夫
205　　島根県出雲市上塩冶町
201　島根県隠岐郡布施村大字布施
202　　島根県八束郡八雲村大字東若坂
210-1島根県美濃郡匹見町大字紙祖
210-2　島根県美濃郡匹見町大字紙祖
206　　島根県簸川郡佐田町
207　　島根県邑智郡石見町大字日貫
203　　島根県仁多郡横田町大字横田
208-2　島根県那賀郡金城町大字宇津井
208-1島根県那賀郡金城町大字七条
211　島根県鹿足郡日原町大字日原
209　　島根県浜田市長沢町

3304　　岡山県真庭郡八束村大字下見
3301　岡山県英田郡西粟倉村大字坂根
3307　　岡山県都窪郡山手村西都
3306　　岡山県御津郡加茂川町上田東
3302　　岡山県備前市西片上
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今岡清
升崎広次
山根邦男
栗田美文
栗田美文
安食照雄
山崎武
永漬順子
遠藤正俊
浅野克巳
中井将胤
花田俊雄

江端義夫
内藤善晴
守安曇之
岸本久夫
備前市教育i
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3305　　岡山県真庭郡湯原町大字社
3303　　岡山県苫田郡鏡野町河本
3308　　岡山県川上郡川上町地頭
3309　　岡山県笠岡市七番町

3409-1広島県山県郡筒賀村大字中筒賀字松原
3409-2　広島県山県郡筒賀村上筒賀
3402　　広島県双三郡君田村
3410-1広島県佐伯郡吉和村
3410-2　広島県佐伯郡吉和村
3410-3　広島県佐伯郡吉和村
3406　　広島県佐伯郡沖美町三吉
3404　　広島県豊田郡木江町
3403　　広島県世羅郡世羅西町上津田
3412　　広島県佐伯郡佐伯町浅原
3405　　広島県豊田郡安浦町大字内海
3401　広島県比婆郡高野町上湯川
3408　　広島県山県郡芸北町字荒神原
3407　　広島県山県郡豊平町戸谷
3411　広島県佐伯郡湯来町大字多田小字志井

3508-1山口県阿武郡旭村明木字下市
3508-2　山口県阿武郡旭村大字明木牛地
3501　山口県大島郡大島町大字西三蒲
3505　　山口県佐波郡徳地町堀
3507　　山口県阿武郡福栄村大字福井下
3512　　山口県豊浦郡豊北町角島
3513　　山口県豊浦郡菊川町下岡枝
3504　　山口県都濃郡鹿野町西河内
3506　　山口県阿武郡田万川町江崎
351 1　山口県吉敷郡阿知須町小吉郷西
3510　　山口県美祢郡秋芳町大字嘉万
3503　　山口県玖河郡美川町
3509　　山口県大津郡三隅町沢江
3502　　山口県柳井市大字伊睦

3605-1徳島県麻植郡美郷村字木屋浦
3605-2　徳島県麻植郡美郷村大字木屋浦
3609　　徳島県三好郡東祖谷山村字樫尾
3606　　徳島県那賀郡上那賀町小浜
3612　　徳島県三好郡山城町
3601　徳島県板野郡板野町犬伏字大坪
3607　　徳島県海部郡宍喰町宍喰
3608　　徳島県那賀郡木頭村大字出原字カワシマ
3602　　徳島県徳島市国府町観音寺
3603　　徳島県阿南市才見町三本松
3611　徳島県三好郡三好町大字昼間
3604　　徳島県阿波郡市場町
3610　　徳島県三好郡三加茂町中庄

3710-1香川県三豊郡仁尾町大字仁尾甲
3710-2　香川県三豊郡仁尾町大字仁尾甲
3701　香川県大川郡引田町
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伊井玉江
小原将歩
浅野三郎
清水友美
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江端義夫　　　　1922
江端義夫　　　　1912
君田村数育三不明(調査当E
栗栖知代子　　　1926
栗栖知代子　　　1929
栗栖知代子　　　1935
迫田一行　　　　1915
木江町教育く不明(調査当E
寺田保人　　　　1930
三田充　　　　　1924
岡谷ふみ子　　　　1920
高野町教育　　　1936
高野文治　　　　1928
国山龍渓　　　　1-942
佐々木博好　　　1926不明

江端義夫
江端義夫
田和智博　不明
赤木森
鈴木和夫
森本長史
古井忠視
増田早苗
松井勝太郎
松岡茂
桑原章光
吉原宏昌　不明
三隅町教育三
松岡睦彦

江端義夫
江端義夫
竹本正一
加藤雅史
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西幸代　　不明
佐藤貴子　　　　1931
住友久恵　　　　1934
近藤久美子調査当時70長
三宅良明　　　　1936
遠藤績　　　　　1 937
真鍋清春　　　　1 935
長江博子　不明
前田安夫　　　　1934

江端義夫　　　　1926
江端義夫　　　　1933
安倍順子　不明
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3707　　香川県仲多度郡多度津町東浜
3709　　香川県仲多度郡琴平町榎井
3705　　香Jtl県仲多度郡琴南町勝浦
3703-1香川県木田郡三木町大字上高岡
3703-2　香川県木田郡三木町大字井戸
3703-3　香川県木田郡三木町大字井戸
3703-4　香川県木田郡三木町大字井戸
3703-5　香川県木田郡三木町大字井戸
3706､　香川県丸亀市金倉町
3702　　香川県大川郡志度町
3704　　香川県高松市香西南町
3708　　香川県善通寺市中村町

3801-1愛媛県伊予三島市上柏町
380ト2　愛媛県伊予三島市寒川町
3812-1愛媛県南宇和郡内海村柏
3812-2　愛媛県南宇和郡内海村柏
3812-3　愛媛県南宇和郡内海村柏
3812-4　愛媛県南宇和郡内海村柏
3803　　愛媛県宇摩郡別子山村甲
3804　　愛媛県越智郡岩城村
3806　　愛媛県上浮穴郡面河村若山
3807　　愛媛県上浮穴郡柳谷村大字柳井川
3808　　愛媛県伊予郡双海町
381 1　愛媛県北宇和郡津島町岩松甲
3805　　愛媛県越智郡菊間町浜
3802　　愛媛県宇摩郡土居町蕪崎
3810　　愛媛県八幡浜市五反田
3809　　愛媛県西宇和郡三崎町井野浦

3904　　高知県高岡郡日高村本郷
3902　　高知県香美郡物部村
390フ｣3　高知県幡多郡十和村広瀬-
3907-1高知県幡多郡十和村小野
390フ｣2　高知県幡多郡十和村口大道
3908　　高知県幡多郡三原村下長谷
3901　高知県安芸郡東洋町大字野根丙
3903　　高知県吾川郡春野町芳原
3906　　高知県高岡郡窪川町茂串町
3905-1高知県土佐郡土佐町宮古野
3905-2　高知県土佐郡土佐町土居
3905-3　高知県土佐郡土佐町地蔵寺

4002-1福岡県田川郡赤村大字赤
4002-2　福岡県田Jtl郡赤村大字赤
4002-3　福岡県田川郡赤村大字赤
4002-4　福岡県田川郡赤村大字赤
4002-5　福岡県田川郡赤村大字赤
4001　福岡県宗像郡大島村東区
4003　　福岡県築上郡新吉富村宇野
4004　　福岡県築上郡大平村
4005　　福岡県朝倉郡小石原村大字鼓
4006　　福岡県八女郡矢部村字稲付
4007　　福岡県山門郡瀬高町
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岡敦憲
木村陽子
藤原道広
石井健一
石井健一
石井健一
石井健一
石井健一
後藤幸理
宮脇かおり
太田文佳
石村萩枝

伊予三島市;
妻鳥和教
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
近藤和豊
児島公尊
菅和繁
稲田稔久
赤尾章司
梶原和秋
原正憲
山内四郎
菊池治歳
塩崎満雄
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1929他
1944

1910

不明
1934

1939

調査当時平埠
1916

不明

江端義夫
凡内啓二郎不明
宗海弘
蕨川正重
竹内清治
沖本重富
原田英祐
中山朋之
荒川伸雄　不明
西村将和
西村将和
西村将和

江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
河辺治　　不明
久保田賢治
藤井較一　不明
小林辰則･
斉藤辰喜
与田喜之　不明
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4008　　福岡県柳川市大字恵美須町

410卜1佐賀県神崎郡背振村広滝
410卜2　佐賀県神崎郡背振村広滝
4103　　佐賀県東松浦郡七山村
4104　　佐賀県東松浦郡北波多村大字竹有
4105-1佐賀県伊万里市黒川町塩屋
4105-2　佐賀県伊万里市東山代町滝川内
4105-3　佐賀県伊万里市東山代町滝川内
4105-4　佐賀県伊万里市二里町大里甲
4105-5　佐賀県伊万里市東山代町里
4106　　佐賀県西松浦郡西有田町山谷
4102　　佐賀県佐賀郡富士町大串
4107　　佐賀県藤津郡塩田町大字馬場下乙
4108　　佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿乙

4203　　長崎県西彼杵郡西海町中浦南郷
4201　長崎県上県郡上対馬町西泊
4202　　長崎県北松浦郡大島村前手
4206　　長崎県西彼杵郡野母崎町野母
4205　　長崎県北高来郡小長井町井崎名
4204　　長崎県西彼杵郡西彼町大串郷

4306-1熊本県八代郡坂本村田上
4306-2　熊本県八代市大村町
4306-3　熊本県八代郡坂本村大字久多良木
4303　　熊本県阿蘇郡西原村大字鳥子
4305　　熊本県上益城郡清和村郷野原
4301　熊本県玉名郡南関町小原
4302　　熊本県鹿本郡植木町
4304　　熊本県阿蘇郡小国町上田

4411-1大分県南海部郡米水津村大字浦代浦
441卜2　大分県南海部郡米水津村大字浦代浦
4404　　大分県日田郡前津江村大野
4401　大分県東国東郡国見町竹田津
4407　　大分県大野郡千歳村漆生
4408　　大分県南海部郡本匠村井ノ上
4409　　大分県南海部郡直川村大字下直見
4402　　大分県東国東郡国東町大字鶴川
4410　　大分県佐伯市中山区
4405　　大分県日田郡中津江村大字栃野
4403　　大分県下毛郡耶麻渓町大字中畑
4406　　大分県直入郡直入町大字長湯

4507-1宮崎県西諸県郡須木村大字島田町
4507-2　宮崎県西諸県郡須木村大字島田町
4503　　宮崎県南那珂郡北郷町大字郷源乙
4502　　宮崎県東臼杵郡諸塚村大字セッ山
4504　　宮崎県東臼杵郡西郷村大字田代
4506　　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良
4505-1宮崎県東臼杵郡南郷村大字鬼神野
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木原隆文

江端義夫
江端義夫
小形富久美
陣内康光
荒谷義樹
荒谷義樹
荒谷義樹
荒谷義樹
荒谷義樹
空閑尊⊥
富士町教育三
森敏治.森力
大町孝代

江端義夫
菅野倶吉
米村伍則
井上久男
川野福美
石丸賢一

江端義夫
江端義夫
江端義夫
坂田正
川口泰介
坂本重義
宮崎喜一
坂本昭和
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4505-2　宮崎県東臼杵都南郷村大字鬼神野
4505-3　宮崎県東臼杵郡南郷村上渡川
4505-4　宮崎県東臼杵都南郷村水清谷
4509　　宮崎県宮崎郡清武町大字船引
4508　　宮崎県西諸県郡野尻町東麓
450卜2　宮崎県東臼杵郡北浦町大字古江
450卜1宮崎県東臼杵郡北浦町市振
4510　　宮崎県日南市大字平山

4608-1鹿児島県川辺郡知覧町東別府
4608-2　鹿児島県川辺郡知覧町郡
4609　　鹿児島県曽於郡輝北町市成
4604　　鹿児島県姶良郡吉松町川西
4605　　鹿児島県薩摩郡入来町浦之名
4610　　鹿児島県肝属郡佐多町伊座敷
460卜1鹿児島県薩摩郡里村里
460卜2　鹿児島県薩摩郡里村里
4612　　鹿児島県大島郡宇検村宇検
4613　　鹿児島県大島郡知名町住吉
4614　　鹿児島県大島郡与論町麦屋
4602　　鹿児島県阿久根市山下
4606-1鹿児島県日置郡松元町福山
4606-2　鹿児島県日置郡松元町春山
4603　　鹿児島県川内市宮崎町
4607-1鹿児島県日置郡金峰町尾下
4607-2　鹿児島県日置郡金峰町尾下
461 1　鹿児島県大島郡住用村西仲間

470卜1沖縄県国頭郡国頭村字奥間
470卜2　沖縄県国頭郡国頭村字半地
470卜3　沖縄県国頭郡国頭村字奥間
4701-4　沖縄県国頭郡国頭村字辺土名
470卜5　沖縄県国頭郡国頭村字辺土名
4702　　沖縄県名護市城
4703　　沖縄県中頭郡中城村字泊
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土田芳美
松田哲雄
甲斐正晶
九平忠義
平水賢一
見嶋宗次
兄嶋宗次
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江端義夫　　　　1929
江端義夫　　　　1919
堀切育雄　　　　1936
宮越立子　　　　1912
満園房子　　　　1909
野村友章　　　　1925
里村教育委　　　1931
里村教育委　　　1 928
津田義秋　　　　1921
平良清義　　　　1917
土持俊秀　　　　1 925
河北篤司　　　　1935
児之原博寿　　　1930
別府重成　　　　1923
道川内T　　　　1931
金峰町教育て調査当時60代
金峰町教育;調査当時61代
森田豊範　不明

江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
江端義夫
鈴木歩
中村弘光

不明

C
T
>
　
C
O
 
C
O
 
0
0

O
 
T
-
　
　
　
C
D

O
5
　
C
5
　
O
3
　
<
J
3

ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
｣
｢
~

9
　
0
0

2
　
3

9
　
9

i
　
-
　
　
　
l
l
L
r
L

r
-
.
r
~
-
t
^
　
o
 
c
7
>
　
c
n
 
a
}
　
O

o
j
 
o
 
o
^
　
o
 
C
T
J
 
O
i
 
O
 
O

o
J
 
O
^
　
O
i
 
O
 
C
n
 
a
i
 
a
i
 
O

C

V

J

 

O

J

6
　
6

9
　
9

9
　
9

i

i

　

｢

_

■

r

2000

1997

1997

1997

1997

1997

1997

1997

1997

1999

1999

1999

1999

1999

9
　
0

9
　
0

9
　
0

ー
　
2

r
-
r
-
r
-
r
-
r
>
　
O
 
r
-
-

<
J
>
　
(
J
>
　
O
5
　
O
>
　
0
0
　
O
 
O

O
>
　
0
)
　
O
>
　
O
i
 
O
5
　
O
 
O
5
C
M



班.あいさつ表現儀礼全国地図資料一覧

本章では,全国506地点のデータのうち,質問文の(1)から(3)までの項目について,

生のデータを掲載する｡ただし,江端の臨地調査に基づく47地点については､録音テー

プとの照合に手間取り,電子化処理を完壁には済ませていないので,ここには載せない｡ 47

地点に空自部分が生じていることを､お断りしなくてはならない｡

はじめに,全地点番号を掲げて､北海道の0101地点から沖縄の47α‡地点までのデー

タであることを紹介している｡実際の調査で使用した質問をそのまま,質問文の形で掲げ

た｡たとえば,次のとおりである｡

(1)朝の家族どうしの挨拶

質問文:朝起きたとき.家族どうしで､どのような挨拶をしますか｡年上-と年下-と

の言い方に区別がありますか｡

(2)早朝訪問の挨拶

質問文:朝早く､朝食用の味噌汁の味噌がないことに気づいて,隣の家にその味噌を

少し分けて貴いに行くとすれば,どのようを挨拶になりますか｡

(3)戟,家を出るときの挨拶

質問文:戟,家をでかけるとき,玄関先で見送りの家族に向かって､どのような挨拶の

ことばを言いますか｡

以上の三つの質問文についての回答を,全国の地点ごとに,北から南に地点番号を付け

て,エクセルに読み込んだのが,標記のデータであるo今後,これらの電子化されたデー

タを使って,言語地図を作っていくことになる｡

他方で,大型の白地図も作っているので,ゴム印による手作業の言語地図も同時に作成

していくことになる｡ゴム印による手作業の地図は,符号の重ね掛けが自在にできるので,

多彩で豊富な事象の併存する事実を狭い地点で符号化する際に,極めて有利な方法だと思

われる｡だから､何回も凡例を作り直して,やっとのことで､満足のできる地図に至りつ

くという苦労はあるものの､ゴム印地図というものの長所も捨てがたいのである｡手作り

地図というのは,一種の職人技が必要であるo数十年も言語地図ばかりを作り続けてきた

筆者にとっては,明瞭な地図を描き出す符号の選択に､いわゆる勘が働くことがある｡符

号の大小を組み合わせて,分布の明瞭な言語地図を作り,明噺な言語史を浮かびあがらせ

たい｡何度も作り替えて､分布がはっきりと出る言語地図を作りたいものである｡それは,

言うまでもなく,言語史がはっきりと措かれた地図のはずである｡そのためには,寮沢に

何枚も地図を作るという方法をとらずに,一枚の言語地図に,全ての情報を盛り込んで,

それで完結という地図が理想である.補注も凡例も全部,一枚の地図の中に書き込まれた

地図が良い｡書き込みが豊富にあるような手書き地図というのが,望ましい｡他方に,機

械化が進んで,音声言語地図も,世界中で一般化してきている｡しかし,世界は､まだ筆

者の地図のように､文という大きな単位の事象を扱う水準には至っていない｡今後､技術

が向上して,補注も地図から飛び出すようになれば再考しても良いと思う｡筆者は,技術

よりも高度な学問的営為をこそ､展開させたいと考えている｡したがって,今は,欲張ら

ないで,通信依頼実地調査のデータを､三項目に限定して,以下に掲げるにとどめる｡
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(1)朝の家族どうしの挨拶

質問文:朝起きたとき,家族どうしで,

言い方に区別がありますか｡
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オハヨーゴザイマス･オハヨ-
オハヨー
オハヨー
オハヨー

オハヨ-ゴザイマス･オハヨー
トーサンオハヨ-.オハヨ-ゴザイマス
オハヨ-ゴザイマス･オハヨー

オハヨ-ゴザイマス･オハヨー
オハヨ-
オハヨー

オハヨ-サン.キョウモイイテンキダノー(夫婦)ホレハヤグマンマクエ(親から子へ)
オハヨーゴザイマス･オハヨー･オハヨ-サン

オハヨー

オハヨーゴザイマス｡オハヨー｡

男:オギダガー/オース/ヤー/オー/ハエナ一女: (嫁が痕など年上に対して)オハヨーガザイマス(子供
オハヨ-ゴザイマスリヽイオハヨ-
オハヨ-ゴザイマス｡オハヨ-㌔オハヨーサン｡
オハヨーサン(年上)オハヨーく年下)

オハヨー
オハヨー

オハヨー(区別なし)

ケサマタハヤイノー｡キノウノシゴトノコツテイルカラ｡

大人と子どもの間では.オハヨー(大人).オハヨーゴザイマス(子ども)のあいさつがあるが,大人同士
オハヨ-(区別なし)

オハヨーガンス

オハヨーガンス･オハヨサン･オハヨーゴザリヤンス
オハヨ-･オハヨーゴライマス
特にしない

オハヨ-ゴザイマス･オハヨーサン･オハヨー
オハヨ-リ＼ヤイナー(孫たちへ)

オハヨ-(区別なし)
オハヨ-

オハヨ-

オハヨウ,オハヨウゴザイマス｡特別な言葉はないようです｡

(年上へ)オハヨ-ゴザリス(年下へ)オハヨー
オハヨ

オハヨ-サン(年上年下の区別なし)
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オハヨ一寸ギダガ
オハヨ
オハヨーサン･オハヨ(年上年下の区別なし)

オハヨ-サン･オハヨ(子供)
オハヨー

オハヤンシ(年上)オハヨ(年下)

オハヨー(現在はこう言いますが. 30年ほど前まで決まったあいさつはしなかった)
ハヤガタ.ゴド
オハヤンシ.ハヤガッタンシナ(年上)オハヨ.オギダガ(年下)
オハヨー

オハヨー･オハヨーゴザイマス

オハヨー.オハヨ-サン(小さい子供に)

オハヨウ(家庭内では区別なし)
オハヨー｡メサメタカ｡
オハヨ
オハヨ

特にない
年上へオハヨーゴザイマス,年下-オハヨ-サン

オキダガァ
オハヨ-I/ヽセイナー
オハヨー･オハヨーゴザイマス･オハヨーサン
年上へ.オハヨツスー･オハヨーゴザイマス｡年下へ.オハヨー
オハヨ一

昔通の家で普通の場合は特に定型とてない
目下.･･オハヨーゴザイマス.目上･･･オハヨー

オハヨーゴザイマス
オハヨーゴザイマス｡ハイ.オハヨー｡

オハヨー(区別はない)
年上へ:オハヨ-ゴザイマス.年下-:オハヨ一
年上へ:オハヨーゴザイマス.年下へ:オハヨ一

年上へはオハヨ-ザイアス*付け加える事オテンキヨガッタナシ.年下へはオハヨ一
年上:オハヨーゴザイマス,年下:オハヨーゴザイヤス(オハヨー)
子｢オハヨーゴザイマス｣父｢アイ､オハヨ-｣
オハヨーサン

年上　オハヨ-ゴザイマス　年下　オハヨ-･オハヨ-サン
オハヨー.ハイオハヨー
オハヨー(注)このようなあいさつ言葉は昭和30年代以前は交わされなかった｡他人ならオハヨ-とも

年上にはオハヨ-ゴザイマス｡年下にはオハヨー,オハヨーサン
オハヨ一
夫:オハヨー.妻:オハヨコザイマス
年下へ:オハヨ-.年上へ:オハヨ-ゴザイマス

オハヨ-ゴザイマス･オハヨー
オハヨー.オハヨーゴザイマース
オハヨ一
年上:オハヨーゴザイマス.年下:オパヨー/ハイ
オハヨーゴザイマス(年上に対し)オハヨー(年下に対し)
オハヨーゴザイマス.オハヨー
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オハヨー.ハヤイネー(オソカッタネ-) ･オハヨーゴザイマス(目上に)

オハヨーゴザイマス(オハヨー) ･オハヨ-,ハイオハヨウサン
オハヨウー｡
オハヨ-ゴザイマス
オハヨ一区別なし

オハヨ-ゴザイマス.ハイオハヨ一
男オハヨ一女オハヨーゴザイマス
オハヨ-

オハヨーゴザイマス｡オハヨ-｡オハヨo
オハヨー/オハヨー

オハヨ-ゴザイマス､オハヨーサン,オハヨー老人:オハヨ-ゴザンス若者:オハヨース
オハヨー

(下)オハヨー(上)オハヨーゴザイマス
(オハヨー) (オハヨ-ゴザイマス)
(年上へ)オハヨーゴザイマス(年下へ)オハヨー

オハヨウゴザイマス(目上へ)オハヨウ(目下へ)
オハヨー.オハヨーサン

オハヨ-･オハヨウゴザイマス(年下-と年上-の区別があります)

年上へオハヨーゴザイマス　年下へオハヨ-
現代人は殆ど挨拶はないらしい
オハヨーゴザイマス

オハヨ-(年上.年下とも同じ)
オハヨー(上下の区別なし)

オハヨ-ゴザイマス.オハヨー

オハヨ-(子供や孫どうし)オハヨーゴザイマス(嫁が主人の親に言う)それ以外はオハヨー
オハヨー(こども)ハイオハヨー(大人)区別なし

オハヨウコオハヨーゴザイマス/オハヨウ

オハ弓-ゴザイマス
オハヨーゴザイマス

(オハヨーガンス/ハイオハヨー)区別あり

(年上へ)オハヨー,ハエ-ナ.ハヨ-.メーサマシタカー.メーサメタカ-.オハヨ-サン. (年下へ)オ.
オハヨー特別の区別はない
オハヨーゴザイマス

オハヨ-(年上へと年下の区別なし)
オハヨ-

オハヨ-ゴザイマスoオハヨーo
オハヨ-
オハヨー/オハヨー

オハヨーゴザイマス/オハヨウ

オハヨウゴザイマス/オハヨウガンス/オハヨウゴザンス

オハヨ-｡オハヨーゴザイマス
オハヨ-

オハヨー家族の場合はそれぞれのしきたりにより挨拶も異なったと思いますo

オハヨーゴザイマス.オハヨー
オハヨー

オハヨーゴザイマス｡ (年上へ.同年へ)オハヨー｡ (年下へ)
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オハヨ-ゴザイマス･オハヨ-

年上にオハヨーゴザイマス　年下にオハヨー
オハヨー･オハヨーゴザイマス
上　オハヨー下オハヨーゴザイマス
オハヨ-ゴザイマス

オハヨーゴザイマス
オハヨ一　区別がない

オハヨ-ゴザイマス(年上に対して)オハヨ-(年下に対して)
年上へ　オハヨーゴザイマス　年下へ　オハヨー
オハヨー
オハヨ-
オハヨー

(年上)オハヨーゴザンス(年下)オハヨ-リヽエージヤネーカ

更にオハヨ一時にオハヨーサンとも云う
オハヨー･オハヨ-ゴザイマス

オハヨ-･オハヨーゴザイマス

オハヨー/オハヨ一年上年下の区別なし
(オハヨー/オハヨーゴザイマス)
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オハヨーゴザンス
(目上から)オハヨー,オハヨ-サン. (目下から)オハヨーゴザイマスく家族間のあいさつの場合.ほとんど巨
オハヨーゴザイマス
オハヨー/オハヨ-ゴザイマス

オハヨー｡年上へオハヨーゴザイマス｡年下へオハヨー

オハヨー｡あります.年上はゴザイマス,がつく

オハヨーゴザンス･オハヨー
オハヨーゴザエマス(年上へ)オハヨー｡ (年下へ)
オハヨー｡オハヨーゴザイマス

｢オハヨーゴザイマス｣ ｢オハヨーJ

年下オハヨ一年上オハヨーゴザイマス
オハヨ-サン(お早ようさま)
オハヨーゴザイマス

オハヨ-(年上へ)オハヨーオキトッタン(年下へ) (起きていたの? )
年長オハヨー･オハヨーゴザイマス
(年上)オハヨーゴザイマス(年下)オハヨー
(年上)オハヨーゴザイマス(年下)オハヨー
オッキタカイ｡ウン

(年上)オハヨーゴザイマス(年下)オハヨー.オハヨ-サン
オハヨ-サン(年下へ)オハヨーゴザイマス(年上へ)

年上へオハヨヤゴザイマス　年下へオキタカヨ
年上オハヨーゴザイマス　年下オハヨ一
i,4,5,

年上へオハヨ一年下へオハヨ-親の返ウン子供の連オハヨー(昔は言わなかった)
オハヨ､サン
母へ･オハヨサーン子供へ.オハヨウ
(各設問の左から下吉野地区.市原地区,木滑地区,中宮地区の順に記録してあります｡)オハ
オハヨ-

オハヨ-.オハヨ-サン
オハヨ

｢オハヨー｣｡年上へと年下へとの言い方区別なし
オハヨサン.オハヨ-

オハヨ-サン(嫁へ)オハヨ-ゴザイマス(娘から)オハヨー(息子)
オワヨ-オハヨ-ン･アイ

(年上)ハヤイノー(年下)オハヨ-･オハヨーサン

オハヨー･ハイオハヨー

オハヨ一書オハヨーゴザンス

年上オキャシタケ年下オキタカ
区別がある年上へオハヨーゴザイマス年下へオハヨー
オハヨー

オハヨーゴイス

年上オハヨーゴザイマス年下オハヨー
オハヨーゴイス(年上へ)又は,ハヤイナーヨ(年上へ)ハヤイナ(年下へ)又は.ハヤイジャン(年下へ
年上へオハヨ-ゴシタ(ゴイスともいう)年下へオハヨ-
オハヨー
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オハヨー　言い方に区別なし
夫にオメ,オキタカエオチャニシルダヨ　年下オハヨー

オハヨー･ハイオハヨー
オハヨーワシタ｡
(年上へ)オハヨーゴザイマス(年下へ)オハヨー

オハヨー
オハヨー　オハヨ一
年上へオハヨーゴザイマス年下へオハヨー
オハヨーゴザイマス･オハヨー
(年下から年上)オハヨ｢ゴザイマス(年上から年下)オハヨー
オハヨ-(年下へ)オハヨーゴザイマス(年下､年上両方)
オハヨー(区別なし)

年上へはrお早うございます｣年下へは｢お早うJ
年上ベオハヨーゴザイマス　年下へオハヨ一
年上へオハヨ十ゴザイマスその応答オハヨ一年下へオハヨーその応答オハヨー
オハヨーゴザイマス･オハヨー
オハヨー(年下へ)オハヨーゴザイマスく年上へ)
オハヨーオハヨーサン
年上　オハヨーゴザイマス　年下　オハヨー
(◎以下の言葉は時分では使用しないが昔は郡上都で使っていたものを中心に記した)オハヨーゴザイt
オハヨーオハヨ-ゴザイマス
オハヨーく年齢によって若干差がある)

特にしない
オハヨー

オハヨー
オハヨウゴザイマスoハイオハヨ-
オハヨ-ゴザイマス･オハヨー
オハヨ一

年上付年下へオハヨ一年下-年上へオハヨーゴザイマス
挨拶オハヨ-ゴザイマスく年下から年上へ丁寧に)返事オハヨーく年上から年下へー省略)
オハヨ一　区別なし
オハヨウ
オハヨウ　区別なし
年上がオハヨー年下オハヨーゴザイマス
家族どうしの挨拶はほとんどしない

年上オハヨ-ゴザイマス年下オハヨ-
オハヨー　オハヨー
オハヨウゴザイマス　ハイ　オハヨー
オハヨ一　年上から年下へ
オハヨーゴザイマスオハヨーサンオハヨー
オハヨー(年下へ)オハヨ-ゴザイマス(年上へ)
オハヨー.オハヨーゴザイマス　区別は特になし
年上　オハヨーゴザイマス年下　オハヨ一
年上オハヨーゴザイマス同年以下オハヨー幼小の者へは､オハヨ-サン
年上　オ八ヨーゴザイマス　年下オハヨー
オハヨ-又はオハヨ-サン　年上､年下の区別はない
年上の人オハヨーゴザイマス年下の人オハヨ-
オハヨ一年上　オハヨ-ゴザイマス
オハヨ-サン　オハヨー
オハヨ-(上下の区別なし)
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主人にはウオハヨ-ゴザイマス息子(学生時代)ウオース娘ウオハヨーサン
オハヨー

オハヨーゴザイマス(年上へ)オハヨ-(年下へ)
年上オハヨ一年下オハヨーゴザイマス
オハヨ一

年上(オハヨーゴザイマス)年下(オハヨ-サン/オハヨー/ハヤイナ-)
オハヨー
オハヨ-サン　ハー
オハヨーオハヨオハヨ-サン(年齢の区別はない)

オハヨ一夫が妻-オキタゾー
①甲斐沼オハヨー/オハヨ-
オハヨーゴザイマス/オハヨ-サンオハヨー/ハイオハヨ-
オハヨーゴザイマス/オハヨーまたはオハヨ-サン
･オハヨー.(年上へ)オハヨ-ゴザイマス/(年下へ)オハヨー

オハヨーサン　オハヨ-
オハヨウゴザイマス｡オハヨウサン
オハヨーゴザイマス､オハヨーサン､オハヨ一

年上-オ′唱-ゴザイマス年下へオハヨーOrハイ若い親子オハヨーオハヨ一
年上　オハヨーサン　年下　オハヨ-
オハヨ-サン
年上へオハヨーゴザイマス　オハヨーサン

年上､オハヨー　年下､ハヤーナー
ミンナ.オハヨー.ミンナ.ハヤイナー
オハヨー(年下)オハヨーサン(年上)ハヤイナー
年上にオハヨーゴザイマス　年下にオハヨ
オハヨウ,オハヨウサン

(オハヨウサン)主人が妻に(オハヨウサン)妻一主人(オハヨウゴザイマス)子　父母
目上の者が目下に対してオハヨー､オハヨーサン　目下のものが目上に対してオハヨ-ゴザイマス.オハヨ
オハヨ-サン,オハヨー

オハヨ(-)サン
オハヨー｡オハヨーゴザイマス(義理の仲の年上の人に対し)

オハヨ-ゴザイマス/オハヨーサン
オハヨーサン

ハヤイナ一　年上オハヨーサン　年下オー
オハヨーサンデス　モ-オキタンカーハヤイナー
オハヨ-サン　オハヨー

オハヨー｡ (区別なし)
年上から下-オハヨ-.オハヨーサン年下から上へオハヨーサン,オハヨ-ゴザイマス
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オハヨ-

(年上.年下共通)オハヨ-
(年上へ)オハヨーゴザイマス｡ (年下へ)オハヨー
オハヨ-ゴザイマス｡オハヨー｡
rオハヨ--オハヨーサンJ-一年上から同輩rオハヨーゴザイマス｣-一下下カラ

オハヨ-.区別なし.
(年上)オハヨ-ゴザイマス｡ (年下)オハヨー
以前は家族間で朝の挨拶をすることはなく,これが一般化すると案外正確に発音している｡
(年上)オハヨーゴザイマス(年下)オハヨーサン

オハヨーゴザイマス｡オハヨー｡

年上へはオハヨーゴザイマス,年下べはオハヨー

オハヨー｡ (年上に対して)早(ハヤ)ノー｡ (年下に対して)早(ハヤ)イナ-｡
オハヨーサン

オハヨ-ゴザイマス｡オハヨー｡
オハヨーゴザイマス｡オハヨー｡
オハヨーゴザイマス(年上-)オハヨ-(年下へ)

オハヨ-ゴザイマス/オハヨーサン
オハヨーサン
オハヨ-ゴザイマス｡オハヨーサン｡オハヨー｡オハヨ｡家庭によって.年齢差によって使い分けがされてし

年上へ�"�"�"<オハヨーサン/オハヨー)｡年下へ(ハイ/ハイ,オハヨ)
オハヨー.オハヨーゴザイマス.
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年上ウオハヨーゴザイマス｡オハヨーサン｡オハヨー｡ハイ｡年下ウオハヨー｡
オハヨー･
オハヨー/オハヨ-サン

オハヨサン,オハヨ
モーオキタカー/オハヨ.オキタンカ/オハヨーイマオキタヨー
音便われていたこの地独特の方言は殆んど使われていない様に思います.子ども若者は共通語に通

オハヨー

オハヨーサン.オハヨー,オハヨーゴザイマス
オハヨーゴダ(ザ)イマス.オハヨー.オハヨーサン
オハヨーサン
お早ようございます8年下へお早ようo
オハヨ-
オハヨーサン,オース｡

オハヨ-･オハヨーゴザンス･オハヨーサン
オハヨ-
ハヤーナー･オハヨーサン

オハヨ-(家に年上はなし)
年上へ　ハヨーゴザンス　年下へ　ハエーナーイヤ

オハヨ-･オハヨーサン

オハヨ-ゴザイマス･オハヨー
オハヨー
オハヨ-

年上へ.オハヨーゴザイマスo年下へ,オハヨ-,ヨーネタカネ

オハヨーとオハヨ-ゴザイマス　区別ありo

オハヨー
(年上-)オハヨーゴザイマス｡ (年下へ)オハヨー｡

年下へ　男オハヨ一女オハヨーサン年上へ(イ)上述のおゝむがえし(ロ)ウン(近親者-)
オハヨ-ゴザンシタ!

家族どうしオハヨーオハヨ-ゴザイマス　幼兜には　00チャン　オハヨ-
オハヨ-tオハヨ-ゴザイマス

オハヨー,オハヨーゴザイマス､ハイオハヨー

オハヨー｡オハヨーゴザイマス｡
年上へ-オハヨ-ゴザイマス8　年下へ-オハヨ-｡
(ハヨーゴザイマス) (オハヨ-)

オハヨウゴザイマス･オハヨウ
オハヨ-(年上･年下区別ナシ)
年上へは(オハヨーガンス)年下へは(オハヨー)
年上へ-オハヨーゴザイマス　年下へ-オハヨヤ
オハヨーゴザイマス/オハヨーオハヨー/オハヨ-ゴザイマス
オハヨーガンシタ　オハヨーアリマス

オハヨ-(区別ナシ)
オハヨー

オハヨウoオハヨウゴザイマス｡オハヨウゴザンシタ｡
(年上-)オハヨ-サン(年下へ)オハヨー(嫁の場合)オハヨーゴザイマス
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オハヨー

オハヨ-ゴザイイマス(年上)年老りなどはオハヨウゴダンスオハヨウゴザリマスなどと言った｡オノ
オハヨー　とくにくべつなし

(オハヨー) (オハヨーゴザイマス)区別あり
オハヨ一年上の場合オハヨーゴザイマス

オハヨ-. (父)オトサンオハヨー(母)オカサンオハヨ一年長者オヂサンオハヨーオバサンオハヨー
(オハヨー.オハヨ-サン､オハヨーゴザンス,オハヨーゴザイマス､オハヨーシタ.オハヨース)
オハヨ-ゴザイマス｡オハヨーゴザンシ丸

オハヨ-ゴザイマス(年上へ)/オハヨー(年下へ)

オハヨー(年上.年下.区別なし)
オハヨ-(年上　ゴザイマスをつける)
息子オハヨーサン　母オハヨ-　　　嫁オハヨーゴザイマス　母オハヨー
オハヨーゴザイマス(年上)/オハヨー(年下)
オハヨー(年上)オハヨ-(年下)
オハヨ-オハヨーサン
オハヨ- (家族間では.あまり,言いません｡ )
年上オハヨーゴザンスオハヨーゴザンシタ/年下　オハヨー
(千)オハヨ- (級)ハイ,オハヨー.オハヨーサン
年上へオハヨ-ゴザイマス　年下へ　オハヨウ
オハヨーゴザイマス.オハヨ-.オハヨーシタ

オハヨー　ハヤイノー

オハヨ-

オハヨー

オハヨ一

区別はなし　オハヨーゴザンシタ
オハヨー.オハヨーゴザイマス
｢オハヨー｣ (区別なし)

オハヨー｡ (年上へ)オハヨ-.モー.オキタンく年下へ)
オハヨウ

オハヨ-父親が家族に対する挨拶
オハヨーゴザイマス　上-下　オハヨーサン

オハヨーゴザイマス/オハヨー
オハヨー

オハヨー
オハヨーゴザイマス

オハヨーゴザイマス/オハヨーオハヨーサン
オハヨーサン,オハヨーゴザイマス
･オハヨ-(年上から年下) Lオハヨ-ゴザイマス(年下から年上)

オハヨーゴザンシター年上へオハヨー年下へ
オハヨー,オハヨーサン,オハヨーゴザシタ.ヨーネレタカ

オハヨーゴザイマス,オハヨーサン,オハヨー
オハヨー
オハヨ-

オハヨ-
オハヨー
オハヨウ
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オハヨウ
オハヨー

オハヨー
オハヨー

オハヨ｡オハヨ-サン｡

オハヨーゴザイマス,オハヨー｡

オハヨ-ゴザイマス. OOチャンオハヨー｡
オハヨ-ゴザイマス.オハヨー,オーキタカヤ｡
オハヨ-｡オハヨヤゴザイマス｡
オハヨウ,キョウハサムカロゴタル′(イ｡オーオハヤカネ,サムカンシレンネー.

オハヨーゴザイマス｡
オハヨーアナッツアン｡

オハヨ-ゴザイマス｡
オハヨー｡オハヨーゴザイマス｡ハヨザイマス｡

ハヨーナー.オハヨーゴジァ-マス.
オハヨー｡オハヨーゴザイマス｡
オハヨーゴザイマス｡オハヨー｡
オハヨーゴザイマス,オハヨー｡

オハヨ-ゴザイマス｡オハヨー｡
オハヨ-｡
オハヨ-oオハヨ-ゴザイマス.
ハヨーゴザイマス｡ハヨー｡

オハヨ-｡

オハヨ-ゴザイマス｡オハヨ-サン,
オハヨー｡オハヨーゴザイマス｡

オハヨー｡
オハヨーゴザンスoアーオハヨー｡

オハヨーゴザイマス,オハヨウゴザイマス｡オハヨウ､又はオハヨウサン｡

オハヨーゴザイマス.オハヨー(サン)o
オハヨ-｡ハイハヨ-.
オハヨ-｡
オハヨー｡オハヨーゴザイマス｡

オキタカ｡オキタカンエ｡
オハヨ-0

オハヨ-.オハヨーゴザイマスo
オハヨー,サピーネ｡　オハヨー.

オハヨ-ゴザイマス｡
オハヨ-oハイオハヨー｡
オハヨー｡オハヨーゴザイマス｡
オハヨーゴザイマスoオハヨ-.オハヨ-サンoハイオハヨーQ

ハヨ-オキタネ,ハヨセントオスーナル㌫

オハヨー.ハエーヨ,ハエ-ノーo
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オハヨ-ゴザイマスo
オハヨ-.

キョウハエレヒヨリガイイゴトアツジャンネ｡ウンイイゴトアリヤスル｡
オハヨーサン｡オハヨー｡
殆どしない｡

オハヨー｡オハヨ-ゴザイマス｡
T^a-
オハヨーゴザイマス｡オハヨ-｡
オハヨーゴザイマスcハイザイマス.オハヨーo

オハヨー｡オハヨー｡
オハヨー｡

オハヨー｡
オキヤイモンタン｡オキタン｡
オハヨ-.オハヨウゴザイマス.
オハヨーゴザイマース｡オハヨ｡

メガオサメヤシタカ｡オハヨーゴザイマス｡ハイオハヨー｡
オハヨー｡
オハヨーゴザイマス｡オハヨー｡

オハヨ-ゴザイマス｡オハヨ-｡
オハヨー｡オハヨー｡
オハヨーゴザイマス｡オハヨー｡

スイカマンキヤスイ｡スイカマンキヤヤウガミンショロ｡

オハヨウ｡オハヨウゴザイマス｡
オハヨーサン｡

ウキンソーチャン｡ウキティチャン｡
オハヨー｡
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(2)早朝訪問の挨拶

質問文:朝早く,朝食用の味噌汁の味噌がないことに気づいて,隣の家にその味噌を少し

分けて貴いに行くとすれば.どのような挨拶になりますか｡
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オハヨーゴザイマスアサハヤクカラスミマセンガミソシルノミソヲキラシテシマッタノデチヨットワケテモラエー<
アサミタラミソナクナッティタ.スイマセンガ.えコシカシテーグサイ

アサハヤクニスミマセン.ミソガキレタノデショウショウワケティタダケマセンカ

オハヨウゴザイマス｡申しわけありませんが.味噌を切らしてしまったので.少し貸していただけないでしょ
アサハヤクカラスイマセン

アサハヨカラスマンガノーミソノーナツテシモチノスコシワケテモラエンヤロ九ハズカシイコトヤガノ｡

アサハヤクカラモーシワケアリマセン｡デキタラミソオワケテクダサイ｡
チヨツコシミソテヨットタリネーカラカシテケネベガ.カシテクレナイベガ

オハヨーゴザイマス｡スミマセンガ.ミソシルノミソガスコシタリナクナリマシタ｡スコシワケテクダサイ｡
スマネケド､ミソスゴシワゲデケセノ,ユンベカウノワスレデシマッテセ.ホントニスマネマス｡
オハヨーゴザイマス

オハヨーアサハヤグカラ,スマネドモミソカシテー

アサハヤクカラ.モーシワケナイドモ.ミソオキラシティタノデ.ワジカワケテクダサイo
ゴメンクダセエーオハヨーゴザェイマス-ケサーミソコナグナッタシケエーコノチャワンコサワンズカワケデウ

オハヨー!朝の忙しい時悪いけど.ミソコ少しケデケネベガ.ナグナツテラノキヅカネガッタノサー

オハヨーサンデス,ケサミソガキレディダノウスレデシマッチスコシカシテケヘンガ｡

オハヨゴス,メヤグダ′ iッテミソカシテケネガ

オハヨーゴシミソキラシタハデアサマハヤグカラダパテスコシワゲデケネガ
イダナ

オハヨゴスケサオラノイエデミソキラシテシマッテメ-ワグダパテヒトカタブンカシテケヘ

アサマッカラハ-モーシワゲァナードモミソツコーワゲデケナナガベーガ

農村ですので,朝の早いのが普通ということからでしょう｡早朝という場合に限った特別やあいさつはみあ
アサハヤグカラ.オモーツサゲナゴザンスoミソガナクナリヤンシタ｡カシテオクリヤンシセ｡

ミソツコ,スコシカシテクネェヘエ

オハヨーガンス,アサッパラガラモーズラゲネエドモ.ミソカシテケラツセンヤ(クナハリヤンセ)
アノーモーシワゲネガススコシミソワゲデケランヤ
アサハヤクニゴメンネァン

オハヨ-ゴザイマス･アサカラスミマセン

ミソキラステ,ヒトカキプンカシテケライン
アサッパラカラハヤダガラスマネゲッドモ.ミソカシテケライン

オハヨーゴザイマス味噌貸して下さい

オハヨーゴザイマス｡ミソガナクナッタノデ.モウシワケナイゲットカシテケサイン

オハイガス.オラエデミソキラシテシマッタノデスコシカリサキスタホダドンブリデシトスヤッカラモツティガイ

オハヨゴザリス.モースワゲネ-ゲド.ミソテラステスマッタノデ.ミソスコスカシテケサエン

オハヨ-ゴザリス.アサッパラガラモースワゲネーゲントモ.イマツカウミソナグナッタンダンデ,スコシカシ
オハヨ-
1

2

オハヨ-サン.ハヤシテスマネスナ.ミソコカシウチタモレ
おはえやなんす.みそこきらしてしまたんて.わんづが.かしてけねやしべが-
イダゲ-アサマカラワリドモミソツコキラシタンテ.ヒトガダキカシテケランシェ-
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エダシカ.ミソコスコシワゲデケニヤシカ

アサマガラ.モーシワゲネ-ドモ.ミソツコサツトガカシテモラエデクテ.キタンシドモ
ナントモ.ショシドモ.ミソコワケテケレ
オハヨーサン､ミソカリニキター
チヨットトナリサエテクル

オハヤンシ,メドミデケネェベガアー
アサマッパラカラメブガネヤンシ
ハエツト.ナンジガ.ミソコ.カシテケロ

オハヤンシ.アサマガラ.プジョホーダンシノモ.アノナントガ.ミソコぺッコ.カシテモラエネンシベギャ
アサマカラブジョホダ.ミソコビヤツコネベガ
オハヨ-.イツモドーモ.ミソキラシテ,スマナイガ.スコシカシテケネガ

オハヨサン,スコシミソカシテケンネガ
モツケランドモミソネグシッタサゲチヨツコリカシテクレネカ｡
ネ-アサツパラカラワリドモミソシコシワゲデモラエネガノー
ゴメンナサイオハヨーゴザイマスアサハヤクガラモツケダケドミソゴドテントバリワゲデケネガノー

アサゾ-デガラ.ネゲーゴドシーサキダドゴダ(デー)又は(ウイ)
オハヨ-サン　アサハヤクモツケデス

アサツパラガラウルイゲンド.ミソスコシカシテタンネガァヤ｡

オハヨーサン･オハヨウゴザイマス
オハヨツスーナンダチアサオオアラガラ　ワレゲントヨーオラエデミソキラシテデヨーモースワケナイゲ:
ワイゲンドスコシワゲデクダンネガイ
オハヨーサマ,アサゲノミソタンニェモンダガラワゲデモラワンニエペガッシー
アツアー･アサ.ハヤグガラ.ワリイドモ.ミソ.ティートワゲデモラワンネベガ

オハヨーゴザイマスミソカシテクダサイ･オハヨーゴザイマス　ミソカシテクンギガー･オハヨ-ゴザイマス
ウリゲンチヨ　スコシミソワケテモランニヤーぺカ
オハヨゴス.スマネゲンチヨミソワンカカシテクンチェ

オハヨーゴザイマス/アサハヤクカラスミマセンガ/ミソキラシテシマッタノデ/スコシカシテモラエマセンカ/ち
っリゲンドミソチットクッチェクンチェー

オハヨ-ザイアス,イラツタガシ.カリモノニキヤンシタ

オハヨ-サイヤスメイワグダゲンジョ｡ミソスコシワケデクナンショ(カシテクナンショ)
｢アサッパラカラモーシワケネーゲンジョモ.オツユプンダケ,ミソ-ワケテクナンショJ
オハヨーサン　ミソカシテクンツエ
オハヨ-ゴザイマス.アサハヤグガラワリ-ゲンジョミソテツトカシテゲロヤ

当地方では考えられない
オハヨ-.アサハヤグガラワリイードモオラエノミノナグナツチマッタ｡モーシワゲネ-ドモチットワゲデクン':

オハヨーミソキラシテヤツタノデウルイゲドケサタベルプンダゲディーンダガワケデチヨ-ダイ｡
オハヨーミソキラツシッタモンダカラカシテオタンナンショ

オハヨコザンス､イヤーケサーウッカリシテ-.オシルノミソーキラツシャッタモンダカラ,スコーシミソモラエ
オハヨーゴザイマスアサハヤクカラオウカガイシモーシワケアリマセンオミソオスコシカシテクダサイ
オハヨ-.ミソガキレタノデ,カシテクダサイ

オハヨーゴザイマスミソスコシカシテモライマセンカ
オハヨーゴザイマス｡モーシワケナイケドミソヲスコシワケテクレマスカ
オハヨーゴザイマス
スマネーカ｡ミソアンメ-ガ

オハヨ-ゴザイマス.ウルイケントミソカシテクレツケ
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オハヨー.ウルイケントヨー.ミソカシテタンナー

オハヨ-アサガラワリ-ゲットモ　ミソ　スコシ　カシテモライツケ
隣家に味噌を借りるようなことは先ずないでしょう｡個人意識が強くなり昔とはかわりました｡

オハヨーウッカリミソオキラシタノデスコーシカシテ
オハヨーチヨット味噌カシトゴレ
オハヨーゴザイマスミソオミソオキラシテシマイスコシガシテモライマセンカ
ミソワケチタンネ-ケ
オハヨーゴザイマス

オ′ ＼ヨーゴザイマーススマネキットチット/くッカシミソカシテオゴンナンショヨ

オハヨ-チットカシテ-ナ-
オハヨ-少し分けてオゴンナンショ
オハヨーゴザイマス･オサムーゴザイマス.チヨットミソカシトゴレ

アサッパラカラワリーネー.ミソスコシワゲデモラエル
(ミソキラシチャツタ.カシテ)いれものをさしだす
オハヨ-ゴザイマス
不明
オハヨーダレカイタカイ

ケサミタラチヨーショウノミソガナクナッティタノデスコシワケテクダサイマセンカ

オハヨ-ゴザイマス,ワリケンドケサウッカリミソガナクナチヤタノデスコシカシテクレナイカイ
ちょっとミソがきれちかったんで貸してもらえますか?
オハヨーガンス
ミソカシテ
オハヨーゴザイマス

オハヨ-ゴザイマス.オミソヲスコシカシティタダケマスカ
オハヨ-ゴザイマス
モーシワケネーケドミソスコシカシテクンネーカネナニニッカウダネミソシルジャーコノクレーデイーネ
アサハヤクカラスイマセン　アサッパラカラウルイネー

味噌を切らしてしまったので.少々味噌を分けてもらえますか
ミソガナクナツチャツテサーカシテモラエペーカイ
(オハヨーガンス/ミソクレテクンナンシ)

オハヨーゴザイマスアサツパラカラワリーケンドオツケノミソガナクナツチャンデスコーシコシテクレヤスカ
オハヨーゴザイマス.スマンケドネー.ミソテツトンぺ-ワケチークイセーチヨットキラシテヤツタンデーネ
オハヨ-ゴザイマスオソレイリマスガミソガナクナツタノデスコシワケテクダサイ

設問のようなケースはないが.早朝訪問の場合rアサ.ハヤクツカラ.ワリイネーJ
オハヨー,ミソガキレタンデ.クレチタンナイカーイ

オハヨーゴザイマス　アサカラカッテナオネガイデスイマセンミソオキラシテヤツタンデスコシカシテクンネ
オハヨーゴザイマス.スミマセンガ

ケサノミソジルノミソガナイカラアトデナスカラカシテクンナ
ミソオ　キラシタカラ　カシテクンナイ
ハヤクカラワリーネー/アサッパラカラモーシワケネー(ワリーガサー)

ゴメンナセーマシ

オハヨーゴザイマウ　ミソネ-ダッケド　ワケテクレッカ
オハヨーゴザイマス朝早くスマナイケド味噌を少し貸して下さい

スイマセンガミソヲスコシワケティタダケマショーカ

スマネヤーケン.ミソオスコシカシテモライチヤーダケン｡
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オハヨーゴザイマス　ワリイーケンミソ-カシテークラツシェー

すみませんが-かしてもらえますか
なし
オハヨーゴザイマスモーシワケアリマセンガオミソオキラシタノデスコーシワケテクダサイマセンカ
朝早くからむしんに来たけど味噌を借してくれ
ミソースコシワケテクダサイマセンカ
ミソガナイニチーツト　カシテクレンネー

経験なし
オハヨーミソオカイワスレターカラカシテクンナ-ヨー
アサッパラカラモーシワケナイケドミソカシテ-
アサハヤクカラスミマセンミソガキレマシテネスイマセンガミソオワケテモラエマセンカ
オハオーゴザイマスウルイケドサーワルイケドサーチヨットミソカシテクダサイ
オハヨーゴザンスミソオスコシカリテ-ダカ｡
味噌をワケテくださいワルイネと先に付ける場合あり
オハヨーアサミタラミソガネエーデタマゲタチーツトカシテクンナ
現在まで経験なし
オハヨ-ゴザイマス｡アサハヤクカラスイマセン｡オミソオスコシワケティタダケマセン九
(オハヨ-ゴザイマス｡スミマセンガ.ミソヲスコシワケテモラエマスカ? )
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ウマ.ドニモーシワケネガ.ミソキレダンテ､イツショクブンカシテクタセンシ
アサッパラガラモースカゲネドモ､オツヨニッカドオモツタケガ,ミソネグナッテダ｡チヨットカシテクンツアエく
ミソオチヨットカシテクンナセ

オハヨウゴザンス.オレントトコウッカリデミソカラッボデチヨットダケワケテモライタイダガ
オハヨーゴザンス.味ソヲチットクンネーカイ
ゴメンクダサイ

モーシワケナイデモミソカシテクンナイ

ミソキラシテソエ｡チットバカリカシテクンネカエ｡
チャミェ-ニワリーガノー(モーシヤケネー)ミソテツトJ (カワケテクンネカイ
rココンショ.ウリドモ.ミソテツトワケテクンネカイJ｢ここのうちのひと.すみませんが,みそをすこしわけてく

そういったことはこの地域ではあり得ません
アサカラキノドクヤレド.ミソ.スコシワケテクレツシヤレ｡ (朝早く気の毒やれど味噌を少し分けてくれっしや
スコシカシテクレヲ-
アレー(感嘆詞)オハヨーゴザイマス｡コ-ユー(こんなに)ハヨ-(早く)キテ(来て(しまって) )
オトナリサンオハヨーゴザイマス(用件) ･ユウーカタマデニ返しますチャアアリガトウ-
アサ.ハヨーカラ.ナンデモユーテキマシタケレド.ウチニ,ミソキライタモンデ.チヨツコレワケテクダ
オハヨーゴザイマス　スイマセンケドミソカシテマ
アノー,キノドクヤケドチヨツコシ　ミソワケテクレツシマイヤ
スイーマセンオキトイデルーミソテョッコーモラエンケカンニンネ
オハヨ-オツケツクローオモタラオッチャウチニメソアーナカッタコトイシメソスコシカシテクサイセ

ミソ　テヨツコシ　カシテクダシケ
キノドクヤケドミソカシテクダサイ
,4,5,

キノドクヤケドーミソキライタノデカシテ返ナンボデモ
コンニ.オキサンシタケ､ミソ.ヒトカタキ,カシテ,モラエンケ,アンタ.シワシネエ.トキニ.ナンヤ.キンド,
ハヨカラオハヨーサン｡ミソキレイテンワスレタガヤスコシカシテモラエンヤロカ
オハヨーキノドクヤケンドミソテヨツコトカシテモラエンヤロカ.オハヨ-サン　ワケンネーヨーナイケン
アサ　ハヨ-から　キノドクヤケド味噌ナウーなってシモーチアツタラスコシ　ワケテモラエンヤロー
オハヨーサンアツイ　ノオツケノミソガタランノデチョコツトカシテクレヤ

オハヨ-　ハヨカラスンマセン

オハヨ､ワルイケド,ミソヲスコシカシテチヨーダイ
｢オハヨーゴザイマス.ミソガアルトオモタガ.ナイノデ.スコシカシテクンナイノJ
オハヨサン.アサハヨカラウルイケドミソキラシンテノー･ウルイケドスコシワケテンデノー･-

オハヨ-ゴザイマス.アサハヨカラデスガ- ･ (アサハヨ-カラジャガ-�"�")
アサハヨカラワリーケドミソテヨツコシワケテ-　ワリーネエー
ハヤイノーダイジナモノヲ　ウルイケンド

オハヨー.ミソヲキラシタノデスコシモライニキマシタ
この地方ではきかぬ
オハヨウゴザイスアサカラウルイケドミソヲキラシテヤツタカラスコシカシトクレ

オハヨーゴザイマススミマセンガオミソオスコシオカシクダサイ
ワリーネ(ミソ)カシテクンネー

オハヨー,ミソー,キラシテヤトーケド､スコーシ,クレースケー
ミソヲ　ワケテ　オクンナツテ
オハヨーゴイス�"�"�"(凡帳面な時の挨拶)ハヤイナ-ヨ�"-�"(ごく親しい間の挨拶)
オハヨーゴイスアサハヤクワリーケンドンミソーチットモレーテ-ヨ-ミソシルオツタラッカトオモ

オハヨ-　ワリイネェーチヨットバカリ　ミソカシテクレルケー
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アサゲからモーショネテー.ミソがネクナッタからチットでイサケくれてクンネカイ(もらわんネカイ)｡ (アセ
オハヨーゴザンシタアサッパラカラワリイードモソ.ミソ-キラシチマッタムンデスコシカシテクンネ加
オハオーハヤクウルイナエ
コンナアサッパラカライライ　ウリケンドモミソカシテオクンナヤ｡
オミソガオワッチャツタノデカシテクダサイ
オハヨウゴワシタ　ワリーガミソスコシワケテオクンナイ
オハヨーゴザイマスオハヨーゴザイマス
チヨットゴムシンニキタケレド.ミソオカシテモラエンカネ-

オハヨ-ゴザイマスアサハヤッカラモウシワケアリマセンマコトニハズカシイコトデスガミソヲカシテう
(まず)ゴメンナイショ(と言って).オハヨーゴザイマス.オバサマ-､スマンケード,ミソガキレチャツタデ. =
オハヨ-ゴザイマス

オハヨーアサッパラカラワリガウラミソカイタモンデウイラチットワケテクレンカナー

｢朝早うきてすまんけど.味噌切らいとって.ちょっと借してもらえんろか｣
オハヨーゴザイマススマンガミソヲキラシテマッタデチヨットカシテクリヨ
オハヨ-ゴザイマス.アサッパラカラスマンケンド
オハヨーゴザイマスアサハヨ-カラモーシワケナイ(スマンノー)ケドオミソテヨットカシテクレン?ワ
スマンケドミソキラカータデチヨビットワケテモラエンカナ
オハヨーウルイケドミソキラシテヤタデコノウンイッパイ　カシテヨ
オハヨ-ゴザイマス
ハヨーカラゴメンシトクレリ＼ヨーカラスミマセン･ハヨーカラスマンコツチャガ
オハヨースマンケドミソカシテモラエンカナ･ミソカシトクレ･ミソカシテクンサイ
オハヨゴザンススマンケドミソースコシカシテンカコートクノコロツトワスレテマッタノデスンマセン

オハヨーゴザンスミソガオワッチャツターエウケテクラッシャア
オハヨースマネーケレドミソテートカシテクラツシェ-
オハヨウデーススマネーケ-ドミソガチーツトタリネーカラカシテクンネェーケエ
オハヨウゴザイマス｡ハイオハヨ-
オハヨ-ゴザイマススミマセンガミソシルノ主ソガナイノデスコシワケテクレマセンカ
ワリ-ケンカシテヤー

アサッパラカラウルイダンオミソオチーツトクレテモライタイダン
アサッパラカラウルイネーオッシーノミソンタリンクナツタデチ-トヨンデチヨ-ダイ
オハヨ-ゴザイマススイマセンガオミソオスコシワケテクダサイ
アサハヤクカラ　ワルイヤー
オハヨウゴザイマス

オハヨウゴザイマス朝食の味噌汁の味噌がないので味噌を少し分けてくれませんか誠に恐縮で申訳毛
ワルイケド.ミソオスコシカシテクレル

オハヨーゴザイマス｡アサハヤクワルイネ-｡オミソガナウナッチ?ツチネ,チヨットワケテモラエンカネー｡
オハヨ-ゴザイマス｡アサハヤクカラスミマセン.
スミマセン/カリモノニキタダケド/ミソアルー?

ゴメンミスキラシテヤツタノデカシテモラエルー
ミソーチ-トワケトクレンカ.ワケトクレンカン

オハヨ-ゴザイマスアサハヨー?ルイネミソオティトワケテオクレルカン
アサハヤクテウルイネー｡スマンケドチヨットミソカシトクレンカン｡チヨードキラシテヤツタモンデ

オハヨーゴザイマス.モーシワケアリマセンガ味噌ヲキラシテシマッタノデスコ′シカシテクダサイ
オハヨーゴザイマス.オミソオカイワスレティマシタウルイケドスコシカシテクダサイ
オハヨーゴザイマススイマセンガミソオスコシワケテオクレンカネ
アサハヨ-オジャマシテモーシワケナイ
アサハヨカラウルイナ　スコシミソオワケテ
カェーテチヨーセンカ

スマンガミソオチョコツトカシテチヨーセンカヤ

オハヨーゴゼヤアマスアサハヨカラエリヤアハズカシーコトイッテキタケドヨーミソキラキヤアテマ･>
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親しい僻の家-ハヨーカラゴメンナサイ.オミソスコシゴチソーシテ-
オハヨ-､ワルイケド､ミソテヨコット.カシテチヨー

オハヨーゴザイマス,アサハヨカラスミマセン,アイニク･ミソキラシテシモテ･ケサノブンダケ､ワケテモラコ
アサハヨーゴメンネ
アサハヤイトコスイマセン.ミソヲチヨットカシテモラエマセンヤロカ

オハヨ-ゴザイマス.アサハヨカラスンマセン.オミソスッカリキラセタノデ､イツカイブン､ヨンデモ日工ルヤ
△△チャン.オハヨ-｡アサハヨウカラ.チヨットウルイナー｡ウチ.ミソキラシテシモテ.カシテクレヘンヤロ
ミソ.カシテチヨーダイカ
ァサハヨーカラスマンケドヨ.ミソテヨットカシテクレンカノーエライスマンケドノー･ミソキラシタンデチヨット

オハヨウゴザイマス朝食の味噌汁の味噌がないので味噌を少し分けてくれませんか誠に恐縛で申訳毛
オハヨーサンミソガナクタッチモタデチヨットワケテーナ
ァサハヨ-カラスンマセンナミソヲカイウスレテナインヤチヨットヨンデモラエマセンカ

オハヨーサン.アサハヨカラウイケドミソスコシモラエンヤローカ
･スマンケドゥチミソキラシテシモテン｡ユウズーシテモラエンヤロ九
アサハヨ-カラスミマセン.オミソテヨットカシテクダサイ｡

オハヨウゴザイマス､スミマセンガオミソヲキラシマシタノデスコシオミソヲウケテクダサイ(カシテクダサイ)
ない

ォハヨーゴザイマス,アサハヤクカラスイマセン｡チヨットミソオキラシテシマイマシタノデスコシワケテモう
オハヨーサンウチノミソキタシタサケ.ミソテヨットカシテクレンケー
(こんなことは殆んどない例)オハヨーサン,りカートシテテ､ミソガノウテナー｡ノウナツテナーチットワケテ

親しい仲間オハヨー､ウッカリシトツテ,ミソガナイノヤ.チヨットカシテクレーナー.普通オハヨ-ゴザイ

ハヤーワーノー.スマンケドミソオチヨトキヤーテクンセ-ナ
ハヤイケド.ミソガタランデー,ワケテクレ-ナ-o
ハヤイナー.スマンケド,チヨットミソヲワケテ-ナ

ハヨ-カラスンマヘン
ハヨカラ.スンマセン｡スマンケド

オハヨウゴザイマス.マコトニモウシワケゴザイマセンガ,オミソハンノカイオキガナクナリマシタノデ･ハズ
現況では設問の状況は起らないので回答は避ける｡ 50年昔であれば.見受けられたと思われ,余程なれ
モーシワケアリマセンケドナ.オミソヲモラワシテクレマセンヤロカ

エライハヨカラスマンケド､ミソガアツタラチヨットワケトクナールカ

該当なu当地区ではこの様なことはしない｡万一ミソがなかった場合､みそ汁は搾らない)

スンマセンガミソテヨットカシテクレヘン

オハヨーオマス｡ケサ.ミソシルタコトオモタラナ.ミソガキレチアレヘンノデ･スマンケド･チヨットワケテモう
オハヨーサン　-アルケル
アサノハヨカラスンマヘン｡オミソキラシテモーテ,チヨットカシテオクナハレー
オハヨ-サン,チヨットミソカシテ-
オハヨーサン｡アサハヨーニエライワリケド,ミソキラシテモテナイネン｡チットダケワケテクレヘン九
オハヨーサン,チヨットミソキラシテンモテヨー,チヨットカイショークレヨー. (貸して下さいX年代は60代以上
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ミソカ○キレタンヤニ.チヨットカシテクレテヤナイカ
スマンケド,ミソガナインデ.ピット(少し)ダケワケテーナ

オハヨーゴザイマス.ミソシルショーオモタラ.ミソキラシテシモーテ.スマンケド､スコシワケテ-ナ｡
オハヨーゴザイマス｡アサミソシルヲツクロートオモツテミソヲミマシタラ.スッカリミソヲキラシティマシタ｡マ
rウルイケドオミソガキレテシモーテ,チヨットダケワケテモラエンヤロカ｣年輩者

オハヨ-ゴザシテ.ミソキラシマシテナー｡スコシワケテ-ナ.

スミマセンガ.ミソヲショーショーカシテクダサイ
以前は各戸で醸造しており.塩分を多くして.だいたい3年目(3年味噌)を使うのが常識だからこのような弓
オハヨーサン.ナントスマンケド.ミソオチットワケテクレチャナイカ｡スマンナーoオーケニ. (オーキニ)

オハヨーゴザイマス,チヨットスマンケド.ミソガキレタノデスコシダケカシトクレ｡

オハヨ-ゴザイマスoアサハヨーカラスミマセンノヤケド.ミソヲチヨットダケワケテクレテナイヤロカ

オハヨーゴザイマス｡ハヤイノー
チヨットスマンケゾミソカシテンケー
ハヨーカラスマンナ-o
アサハヨカラスイマセン

アサハヨーカラスンマヘンナーoムリタノミニキマシテン｡オミソスコシワケテモライマヘンカ

アサハヨーカラスンマセン.チヨットオミソカシテクレヘンカ.
ソ-チヨスミマセンガ,オミソヲカシテクダサイ

(今はその様な事は有りません)もし有ればスマンガ,アサメシノミソオクレ
(ハヨーカラスマンガ.ミソシルノミソ-ワケテクレンカイノー)

オハヨーゴザイマス｡スマンノヨー.ミソシルタコートオモータラミソカウノワスレトツタンサ,イッペンプンカシ
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○オハヨヤゴザイマス｡ワルインヤケドヨオ.チヨットボソ･ワケテモラエヤンカエ?お早うございます｡剛
ソウチョウカラオジャマシマス

オハヨーサン.スマヘンケドチヨットオミソカシテオクレヨ
スマンケドヨー.ウチャミソウノナツタンデチヨイト,カイトクレンカイ

オハヨ-チヨットミソキレタンヤケドゥケテクレンカー
アサハヨカラウリケド,ミソカイテヨー｡ホラモツテカンセ｡

チートミソカイテ
スマンケドミソクレンカー

オハヨーゴダげ)イマス.スコシオミソイタダケマセン九オネガイシマス.オハヨ-オミソスコシワケテーo
オハヨーサン.チートミソタランノデカイテクレンコ

すみません.みそすこし貸して下さい
スマンノー.チヨットミソカシテクレンカン
ハヨカラスマンノー

オハヨーゴザイマスミソガタリンケーカシテモラエンカー
ハヨーカラスミマセンガミソヲチート/くカシカシテツカンセンカ
スミマセンケドミソ　ワケテ(カシテ)モラエンカナ
アサトウカラスミマセンガミソカシテーナ
ァサトーカラスマンケードイマミリヤーミソガナーナットルダガマタカーテキテモドスケ-ミソヲチー
アサマトウカラダケドゥナントミソカシテェーナアー
エライスマンケドミソヲキラシタケーチ-トカシテーナー
オハヨーゴザイマス
アサハヨカラムシンキマシタワー
オハヨーゴザイマス･アサカラゴムリナオネガイニアガリマシタ

ナシトトーカラサワガセテスマンノジャガ.ミソオキラシテシモタンデ.チートカシチャークレンサレンカノーo I

オハヨーゴザイマスoハヨーカラスイマセンoミソシルショーオモータラミソガナカッタンジャーoチヨット･カシ
オハヨー.アサゴハンノミソシルノミソガミチトルツタンジャチョビットカシテチヨ-デー
朝食用の味噌を当日隣家に借りにゆくことはあり得ない｡無ければ食べないだけだが｡ハッカシーハナ
ハヨーカラ.スマンガミソーチートげヨビット)､ワケテくカシテ)ツカーサエ(セェ)
オハヨ-ゴザンス!何と(ナ-ント).チヨビットダキ,ミソーワケッツカーサランカ!オツーショーオモータラ.
※懇意な家でも最近は設例のようなことはありません｡
スミマセン味噌ヲキラシティテオカリデキマセンカ
オハヨ-ゴザイマスミソオキラシタノデスコーシカシテツカーサイ｡

アサトーカラ.ゴモシンニキタンデスガティートミソオカシテツカーサイヤ｡
オハヨーゴジャー(zya)マス｡ハヨーカラスミマセンノー｡
(ハヨーガンシタ.スマンガミソ-チートカシテモラワリヤースマーカ)
オハヨウゴザイマスアサハヨースミマセンガミソオキラシタケンチヨットカシテモラエンカノー
オハヨーゴザイマス｡アサJ増力ラスミマセンガ,ミソガキレチヨルケンチヨット.カシテヨクレー

くミソヲチートカシンサイヤー)
オハヨウ-ゴザイマス(ゴメンツカーサイ).アサハヨーカラゴモシンオユーンデスガノ･ケサミリヤーミソガナ
オハヨーゴザマス.ト-カラ.スミマセンガ､ミソオー.ティト.カーチャー.モラエマセンカ､コーチ､キツリサ
ミソヲティトカシテヤークレンサランカ

オハヨーゴザイマネアサハヨウカラゴムシンニキマシタガ
アサハヨーカラ.スミマセンガミソオカウノーワスレトッタンデチートミソオカシテクレンサラッカイ

オハヨウゴザイマス｡オハヨウゴザンシタ｡
アサ､ハヨ-カラ,ゴメンナサイマセアサ.ハヨーカラ.ゴメンサンセ(70-80歳堺上の女性の場合)
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アサハヨーカラスミマセンガ.ミソオワケティタダケマセンカ
(罪)ゴメンサンセ｡ウチノミソガキレタノイノ.チ-トワケチクマイノー｡ (女)ゴメンナサイマセ.ウチノミ
トーカラ(早くから)スミマセンガ味噌を少しワケテチョウーダイ(またはクダサイ昔しはゴクチョウスミ
ハヨーカラスミマセン　ミソーチヨットカシテモラエマセンカ
(オハヨーゴザイマス)ソ-チョーカラスミマセン(同伴)

朝早くからスミマセン味噌を買うのお忘れて.けさの味噌汁の味噌を少しワケティタダケナイデショウカ
スマンケドミソヲチヨットカシテオクレーノ.

(アサノト-カラマコトニスマセンガミソオスコーシバッカリ　カシテモラエンデショウカ｡ )
スコシワケティタダケマセンカ｡

オハヨ-ゴザイマス.アサハヨーカラゴムシンニキマシタo　ミソ-キラシテシモーテ.スコーシワケテオクし

オハヨ-ゴザイマス.アサハヨカラスマンケンド.ミソシルックロートオモタラオミソガナインヨ.スマンケンド.
オハヨウゴザイマス

アサハヨーカラゴメンヨ　ウルイケドオミソスコ-シカシテクレヘンデ
オハヨーゴザイマスアサハヨーカラアイスマンケンド.オミソガタランケンカシテクレヘンデ
スマンケンド,ミソスコーシ　ワケテクレンデカイ

オハヨ-サンオミソ　テヨツビリ　カシテクレンカヨ
スマンケンド.チヨット､ミソカシテクレルカ

オヒナツタカノーキノドクナケンドオミソナインジャケンドカシテクレルカエ
オハヨーゴザイマス,アサハヨーカラスマンケド.オミソガキレタンヨーウルイケドチヨットカシテクレデー

オハヨーゴザイマス.アサハヨーカラスミマセンガ.オミソスコシカシテクレマセンカ｡
シマンケンド.ミソオカシテクレンカエ｡

オキトンナ･-オルンナーオハヨーサン

アサハヤクニスミマセン｡アサゴハンニオミソシルヲツクルノニオミソガキレテテ､イッカイブンワう
チヨットスマンケドミソカシテクレンカイノ

アサハヨ-カラゴメンノー｡ミソシルックッジョッテ.ミソガタリンノヤーチヨットワケテモラエンカイナ｡
オハヨーゴザンシタ,スマンケドミソオワケティタ
オハヨ-ゴザイマス,スンマセンガ
わかりません｡
アサハヨカラゴメンナ｡オモソガナシンナットタンデウルイケドチヨット　ワケテホシインヤケド
オハヨウ.ハヨカラスマンケンドチヨットミソカシテクレンヤロカ

アサハヨ-カラスミマセンガミソヲショウショウワケテモラエマイカ
スマンケンド

アサハヨ-カラスンマヘンo
オハヨー｡アサカラスマンケドオミソスコシカシテクレンカネ
ハヨーカラスンマセン/フリンジヤケド

スマンガミソオチ-トワケテクレンカナ
オハヨーゴザイマス

アサハヨウカラ/スマンナ-ミソガナシニナットルンジャガワケテモラエンジャロカ
アサハヨースミマセン.ミソシルスコシモラエンカナー

オハヨーアサトーカラスマンノー.ミソオキラシテ.ネ-ガヨ｡チヨットデイイケンワケテモラエンカイノー｡
オハヨーゴザンシタ味噌ガタランノデ少少オカリデキマヘンカ
ミソガキレタケン,カシテヤンナハイヤ

オハヨーサン.ミソヲチット′くァクレンカネ､ハヨーカラスマンケド
ミソガナイナツタキンチックトカイテクレンロウカ

アサハヨースマンケド,オミソガチットタラザッタキカマーザッタラチットカシテヤ

オトーチヤンガキノーカイモノオウスレテキテケサノマニアワンノジガミソオチヨットカシトーセ
ミソワケチャ-
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オハヨーゴザイマス｡アサハヤク.スミマセンガオミソスコシカシテクレマセンカ
オミソヲキラシタヂャガティト(少し)カシテクリヤ｡オミソガアルトオモチヨツタラナイガヂヤガティトカシテクL
アサハヨカラスマンケドコウタミソガキレチヨルガチヨットカッテクレン
チヨットスマンガミソカシテヤ

オミソテートクレンカイ｡

ミソオショウショウワケチッカアサイ｡
ゴメンクダサーイ.アサハヨカラサワガセテスマンケドミソパオワンイッパイカシテヨクレ｡
オイデルデ,オイデマスカ,オハヨ-ゴザイマスハヨカラスマンアンアタナ､チャットミソヲキラシテヨルキチ-
ハヨカラスンマセン.ミソオキラシテヨツタキチットバカリカシテクレナイ｡

シモウタカノ.キョーハげンスルノーoキョーハチヨトヨウンアルケンヂイケアーニハイカレンゴタルo
ゴメンJくッテンミソパティーツトカシテクレンネ｡

オリメスカ.モーシモーシ｡

ミソシルックイカケタバッチミソノタランケンカシテクレンカイ,スマンバッテ-o
スマンJ (ッテンミソパスコシワケテクレンエ｡

ハヨーナーミソシルン.ミソン.ティーツトタランケン,チーイット′くッカリミソパワケテクレンカイo
チヨードミソノキレトツケンチヨットカシトッテクンシャイ｡チヨードミソノキレトッケンチヨットカシトッテクレンネo

オハヨーゴザイマス｡オリマスカー｡
オハヨーゴザイマスoオルー｡オルヤー.
イウレンドンミソパテカーットバカイキヤーテクイゴザン主ヤー九
オルナ-oアサハヨーカラドンカ｡

オハヨーアサハヨウーカラスミマセン.ミソバキラシテシモーテサイスコシデヨカケンカシテクウシヤイ｡
ハヨ-カラスミマセンミソバカシテクンシャイ､カシテオタンシャイ｡
アサハヨカラゴメン′ (ッテンミソノノーナツタケンスコーシカシテクンシャイ｡

スミマセンガ.ミソオキラシマシタノデカシテクダサイ._

オハヨーゴザイマス､ミソバキヤーテクレヤツセo
アサツパラカラスンマッセンドン.ミソパテ-トキヤーテクンナツセ-｡ナー｡
ァサハヨーカイ,ホンニキノドクカイドン.ミソンパテツトバッカイ､キヤテクイゴザイ｡
アサハヨーカラスマン′くッテンミソ′ (パテーツトカシテクルツターナカノー

ゴメンクダハリマッセ,オハヨウゴザイマス｡キノウミソバカイソコネタケンキヤーテクダハリマッセ｡チーツト
ミソパテツトワケテハイヨ｡

オハヨーゴザイマス｡オンナハルカ｡
オゴメーン､オハヨーゴザイマス.スマン′(ッテンチーツトミソオワケテクレンナ｡あるいはワケチオクレo
オハヨ-ゴザイマス.スンマッセンガミソ/(-キラシタケンチヨットカシテクレマッセンカー｡ハイハイモドサ1

アサッパラカラスマンケドミソーチットカシテヨクレo
オハヨーゴザイマス.イイテンキデス.タイヘンスミマセンガ,オミソヲスコシワケティタダキマセンデショーブ
タイソウスミマセンガミソオスコシ分ケテ下サイや
スマンケンドミソオチットワケテクレンカイ｡

オハヨ-ゴザイマスoアサッパラカラゴムシンニキマシタ.チットーミスカシテモラエンジャロ-九
ェレースマンコツチャケドミス⊥チットカーケーテクザンセ｡
オハヨーゴザイマス.スマンケンド味噌オカシテクレンナー｡
アサハヨカラスイマセン｡

朝ッパラカラスマンケンドミスーチットカシテエクレンカエレ-ムシンジャケンに
ハエーノームシンガアツチェキタケンド.タットミスーキラシタモンジャキカシテエモラエンカノー｡
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スミマセンガミソパテヨットワケテクレンノー｡
オハヨウゴザイマス.スンマセンガミソヲチョコーツカシテクダレンドカイ?

ヨウイアサハヨカラエレスマンケンド味噌汁ヲタコトモタラ味噌ガネエトジャガスマンケンドカシテヤランドか
オハヨサンミソワケテクンナイ｡
オハヨーオリヤヨーエライスマンケンドミソテツトワケテモラワレンドカイトムテキタッチヤガoイ-ウノーモツー:
オハヨー,アサハヨーカラエライスマンケンド｡

アサパテカラミソノムシンニキタバイ｡
アサハヨ-カラスミマセン｡

アサハヨカラスマンコツジャヒドンミソオチットカセツタモンサンカ｡
アサハヨカラゴメンネミソオキラシタカイカシテクンナイ｡
ミソガネトーヨナ.チョコツカシネ｡

オハヨーアサカラヤイモスバッテミソキレカシモイターアンマイヤイモス′ (ッテキヤーテクイヤイモーセ.

味噌パテツトワケテクイヤイモセ.味噌パテツトワケテクイヤレo
ミソガナカゴーヒンナッタージャガ.チットカッシャンカ｡
ゴメンナンセエ･-｡ゴメンクダサーイ｡オハヨ-ゴザイマース｡

ハヨカラスンモハンドンミソオチットクイヤハンドカイ｡
オハヨウゴザイマス｡アサハヨカラゲンネコツゴワンドン,ミソガキレチヨンサオチットオガシャッタモハンカ｡
オハヨウ｡

オハヨウゴザイマス,アサハヨカラスンモハンドンミソオカシテクイヤジャンドカイ｡ミソオキラシテシモテスエ
オハヨ-ゴザイマス､サンカアサイナシタナー,スッモハンドンミソオキレケテシモモシテチットバッカイオ九

スンモハンドアサハヨカラタノンミヤゲゴツシケキモシタ,ゴットオキカァカイモンニキタ｡
ミソオチット′ (ッカイワケックレンナ.

キュウヤウガミショウランミスクワヌネンカナ.ナ-リツクヮワーテクリショウランo

サーレイヒ-ユウワヨカテンキデロヤ.ドゥカシーガキヤ-ブタン.ミシュネウキチタボラランド,
ミシュウビャーウイティタパーJ)タンディ｡

キヤーイラー,カラーチトウラーシン.セーランガヤー｡
ンースヌチリティ.ウヒグワーンースグワ-イラーシミソーレー｡
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(3)朝.家を出るときの挨拶

質問文:朝､家を出掛けるとき,玄関先で見送りの家族に向かって,どのような挨拶のこ

とばを青いますか｡
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イツテキマース
イツ子キス

イツテキマース
イツテキマス
イッテキマース

イツテマイリマス｡イッテキマース｡イッテクルゾ
イツテキマース
イツテマイリマス
イッチキマース

イッテキマス
エツテクルエ
イッテキマス
スタラエッチクルド｡イッテマイリマス｡

イッテクド一

罪:ヘダラオラエツテクルエ女:ワァエツテクルシカェ(ケ) (カェはケに近い)
イツテキマース
イッテキマス

イッテキマース

イツチクルスケ

セバイッテクル
イッテクルヨ
ヘバイゲ
イッテキマス
ソーシレバイツ子クルジヤ

イツ子タッチヨ
エッチキマス｡ンデァエッチクステア
イッテキマース

イツテクルジェ
イッテクッカラ.イッテマイリマス
エツテキヤース
イッテクッカラ

イッテマイリマス･イッテキマース

イツテクルヨ
イッテクッカラ

イッテキマス

イッテキマス･イッテマイリマス
イッチクルゾ･イツ子キマス

ウンデワ.イッテクッゾーo
イッテクッカンナイイッテメー｣Jス
イッチクッカンネ

マズ.エッチクルド
えってくるんて-
ヒバマヂナ.子にアチコチミネデチャチャドイゲハー
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エッチクルド-イッテキマス
エッチクル
オレ,エツテクルガラナ
イツテクルー

エテクルカラナ

エッチウル(対日下)エツテキマース(対目上)
エッチクルガラナ
エテ,クル

エッチクルド･エグド･ 7ドキチケデナ
エ･iテクル

イッテキマースイッテクルイッテマイリマス

イッテキマース･イッテクル
イツテクツサゲナ

イッテクルデ｡
エテクルノー
ウッテクッゾー

ハジャーイッテクンゾー
シタバイッテクツサゲ

イッテキマースイッテクッサゲナイツテクッゾ
イッテクッカラナ
イッテキマース

ソデーアイッテクッカラ･イッテマイリマス
イッテキマース

イッテキマースエツテクッカラナホンジャエツテクッカラナ.ホジャ
イッテキマス･イッテクッカラ

イッテクッカラー
イッテクッソ
エッチクッカラ
イッテキマース
イツテキマス

年下には(どこどこに)イッテクンゾヰ上にはイツテキヤンス

(目上) rジャーイツテクッカナンスJrイッチタンゾ-｣ (下に対して)
夫rソンジャーイッテクンゾ｣
イッテキマス
ホンジャイツテダッカラ
イッテキマース

男:イッテクル.女:イッテキマス

イッテクットー･イグゾーfッテクツカラー
イッテキマース
イッテマイリマ-ス

イッチマイリマス
イッチキマース
イッテキマース
イッテキマース

イッテマイリマス
イッテクツト
イッテクルヨ
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イツテキマース.イッテクンノー.イッテキマス

イツテキマース
イッテキマース｡

イツテキマース
イッテクツツオ
ソレデウィッテキマース
イツテキマース
イッテキマス

イッテキマス.オダノミシマス｡ホンジャマズイッテキマス
イツ子キマース/キーツケテナー
イツテキマース

ホンジャイッテキマス
(イッテキマス)

イッテクッカンネ　とかイッテキマス
イッテクルヨ
イッテクッカンナイ

イツテクルヨまたはイッテキマス

イッテキマース.イッテマイリマス
イッテマイリマ-ス

イッテキマース.イッテクラー
イッテキマース
イッテキマース

イッテマイリマス.イッテキマス

イッテキマス(大人どうし)イッテクルヨ(大人が小人に)
イッテキマース

イッテマイリマス.イッテキマス.イツテクルヨ.デカケルヨ.ソレジャー

イッテマイリマス
イッチキマス　イッテマイリマス
くイッテキヤンス)

イッテキマース.イツテクルヨ,イッテクッカンネ
ソンジャーイッテクルヨー
イッテマイリマス

イッチキマス/イッテクルヨ
イッテクルネーORイッテクンネー

イツテマイリマス｡イッテマイリマシタ｡イッテキマス｡イツテキマシタ｡
イッテマイリマース
イッチクルヨ

イッテキマス

イッテクルゼ/イッテクルヨ/イッテキマース

イッテクッカンナ

イツ子クルヨー
イッテキマス

イッテマイリマス.イッテキマスオネガイシマス.タノムヨ
イッテキマース

イッテクッカンネ
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イツテキマースイッテマイリマス

イツ子クルヨ
イツテキマース

イッテキマース
イツテマイリマス
イッテクルヨ

イッチクロジヨ

イツテマイリマス

イッチクルヨ　子供　イッテキマス
イツテキマース･ハイ　イツテラツシヤーイ
イツテクルヨ
イツテキマース･イッテクルヨ
イッテキマス･イッテクル

イツテキマス
イツテキマース･イッテマイリマス
イツテキマース･イツテクルネtイツテマイリマース
イッチキマス

(イッテキマース/イッテクルヨ)
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イツテキース

イッテクッツエー｡イッテクッツオー｡イツテキマース｡
イッテクルド
イツテキマス/イツテクルゾ

イッテクルゼ､イッテクラ
イツテキマス

イツ子クルデーノ
エッチキマス｡

イッテクルゼ,イッテキマス
｢イツテクルゼ｣ ｢いってきます｣

イッテキマス

イツテクルゾ(行ってくるぞ)

イツテキマス
イッテクッチヤ(きます) ( ｢チャJは接尾語)
イッテキマースアトタノムネ　ヒノシマツキツケテネ(キツケニヤ)
イッテクルゾ

イッテキマス
イッテクルゾ

イツテクル　ソンナラ
イツテクルウイ･イツ子クルチャー･ (子供は)イッテキマス

イッテクルワケ
イッテキマス
:,4,5,

イクワー
大人　ホンナ.イッテクルワ　子供　イツ子キマス
イッテキマース

イッテクラウィッテクルワ,ホンナイッテクルワ.ホンナライッテクルワ､イッテクルワイツ子キ
ソツジャイッテクルワー.火サマダイジニシテクレヤ
イッテクルカランナ　イッテクルワ　ヒノマダジ　シトケヤ

イッテキマース
イツテキマース

rイッテクルデノー｣
イッテキマース･イツテクルデノー

イツ子キマース
ホンナラ　イッテキルネー･イッテキマース
イッテキマス

イツテキマース

イッテクル･イツテキマス･イッテクルヨ
イッテクルヨ

イッテキマス(血族の家族)イツ子マイリマス(嫁さんや同居の人)
イッテクルヨ(イッテクルヨー)
イツ子キマースイッテクルヨ
イツ子クルヨ一丁
イッテクルヨ

ホンジャーイッテクラーナ
ジャー00ヘイッテクルヨ(イツテクルカラネ)
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アチャ　イッテクラ･ソンジャナ
イツテクルゼ　ルスータノムゼ
イッテクルヨ

イッテクンドイ

イッテキマース　イッテクルヨー(親から子へ)
ジャーイッテクルヨ
イツテキマス

イッテキマース
イッテクルヨ

(大人)イッテクルデナ(こども)イッテキマース
イッテキマス･イッテマイリマス

イッテクルデ(大人)イッテキマース(子ども)

｢行ってくるさ｣イ行ってくるえな｣
イッテクルダヨ一

大人が大人ヘイッテクルワヤ･イッテクルヨ.デカケルヨ大人が子供へイッテクルヨ.イッテクルゾ
イツテキマス
イッテキマース

イッテキマースヂャイッテクルワ
イツテキマース

イツテキマース･イッテクルデイツテクルゾ(一部の男性)

子ども･ ･ ･イッテキマース大人- ･イッテクルウイ･イッテクルゼ･イッテクルゾ
イッテクルゾ

イッテクルヨ
イッテクルヨ

イッテクルヨ
イッテキマース
イッテマイリマス
イッチクルヨ
イツテクルゾ-

イッテキマース･イッテクルゾイッテクルゼく前文は女性,後文二つハ男性)
イッテキマス

イッテクルゾ
イッテクルヨ

イッテマイリマース
特になし

イッテキマース

イッテキマース
イッテキマース
イッテキマース

イッテマイリマス　イッチキマス　デカケルデナー･ゾン･ゾヤ　イッテクル･ゾン-r7ン
イツ子キマース

イッテマイリマス｡イッテキマース｡
1.イツ子キマース　　主人の場合2.イツテクルヨ
イッテキマス
イッテキマース

イッテキマース
イッテクルカナー･イッテクルゾ

イーツテクルデナン
ソンナライッテクルデヨ-
イッテキマース
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イツテクルデヨータノミマス
イツテキマース

イッテクルデナ/イッテキマース
イツテキマース

イッテクルワ/イツテキマス
イッテキマス/イッテクルハ

イツテクルワナ　イッテクルデナ
イッテキマス
イッテキマース　イテクルヨー

夫から妻へ｡イッテイクルゾ　イッテクルゾヨ
イッテクルデオ
イッテキマス

イッテクルウ　イタワー
･イッテクルウ

ィッテキマース
イッテキマス
イッテキマース､イッテマイリマス
イッチキマス

女　ホナ.イテクルワー｡男　ホナ.イテクンデヨー
イテキマス
イツテキマス

イッテクルウ

ィッテクルカラ,キオツケテ.クレヨ
イッテクルワ,イツテクルデヨ
イッテキマース

イクワ.イツテクルワ.イキマスワ,イッテクルデ

(今日もー日がんばって働いてキマ) (イッテキマース)続けて一桁目と二桁日
日上の者イッテクルワ　目下の者イッテキマースイッテキマス
ホナ,イツ子クルワー

ホナ､イテクン(ル)チ
イツテクル年上の人に対しては.イッテマイリマス

イッテクルウ
イテクルウ

イテクル
コレカライツ子キマース
イッテキマース,イッテクルデー

ホナ.イツ子クラエーo
老人はイッテクラエをよくつかう｡イッテキマス
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イツテキマス
ホンナラ(それでは)イツテクルデ｡イッテキマス｡

イツ子キマスorホンナライッテクルウ
ィッテキマス｡イツテクルカラ.ルスヲタノム｡
rイッテキマース｣

イツテキマース｡
イツテクルワ｡イツ子キマース｡

イキテクルケー｡
イッテキマース｡イッテクルデ｡イッテクラア｡

イツテキマス｡イッテクルデナ-｡
イッテキマス

イツ子キマス｡イツテクルワ｡
イツテクルベー
イツテキーマス｡イツテクルワー｡
イッテキマース
イツテクルワ

イツテキマス

イッテクルワ
イッテキマース.ソシタライッテクルワ,イッテクルヨ.イクヨ-
(イツテキマース/イツテクルワ)
イッテクルワ｡イッテクルゾー.
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年下イッテキマス/年上ハイ同じぐらいの年イッテクラヨ/ウン.オイ･イッチヨイデ色々イッテキマス/イッi
イッテキマス

イテクラヨ/イテクルヨ

イテキマス/イテクライ/イテクラ/
イッテクラ/イッテキマス

イテキマス/イテクラヨ/イッテマイリマス

ソンジャイテクラ
イッテクラヨ

イッテキマス｡イッテマイリマス｡デワイッテクルヨ｡
イテクルヨ(女)イテクラヨ(罪)
チヨット( )へ行ってくるヨ
イッテクルワ
ソレジャ,イッテクルデヨ-

イッテキマース･イッテクルケ･デルケイクケ-
イッテクルケーナー
イッテクルゼ

イッテキマス

フンナーイクケーナ--イキテクルケーナーイヤ･フンナ-イキテクルゼ
チヨット　イッテクルケー
イクゾー･イッテキマース

イッテクルケー･イツテクルウィッテクルケナ-
イッテク-ケ
イッテキマス

ソイジャ-イッテクルデ

イッテキマス. orイッテクルデ.
イッテキマース

イツテカエリマス

イツテクルゾ.イッテクルデーイッテクルヨ　イッテキマース
イッテクラー!
イテキマス　イッテキマス
イッテキマース

ソンナラ　イチクルデ.イッテキマス｡

ヘ-ジャーイッテクルケーノ｡

イッテキマース｡イッテクルケー｡
(イッテキマース) (セエジーイッテクルデー)
イッテキマス

イッテクルケンノー.
(イッテクルデー)
ホレンジャーイッテクルケーノ
イッテキマス｡

ホイジャーイッテクルケ-ノー
イッテキマス
イッテクルケーノー

イツ子キマスデー｡

イツテキマース(一般的には)イッテクルカラ(夫婦間の場合)
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イツ子クルヨ
イッチキマス　イッテクルケーノー

イッテキマス｡イッテクル｡イッテマイリマス｡ ◎老人　行ってくるから　ノンタ(ね)(ます)
イツテキマース
(イツテキマース) (イッテクルヨー)
イッテキマス　イツテマイリマス

イッチキマス､ (父が家族に)イッテクルゾー

(イッテキマース.イッテクルゾ)
ソレジャー.イッテキマス｡
イッテキマース/イツ子クルケーノ

ホナイッテキマス
イッテキマース

イテクルケンナ

イツテキマス
イツテクルヨ,イクヨー.イッテキマスー
イツテクルデー

イテクルケンノー｡
イテクルゾヨ　イテクルウノ　イテクルケンノー
ジャイッテキマス　イッテクルワナーイツテクルケンナー
イツ子キマス.

イテクルケンナ.イテキマス,

イッテキマ--ス　イッテクルワナ
イッテキマース
イテクルデー

イツテキマースoイツテクルケン.
イッテクルワナ

イツテキマース
rイッテキマース｣
イテ　キマス｡

イッテクルワ

イッテクルヨー
イテコーウイ
イテコーウイ
イ子コオウイ/イッテキマス

イッテキマース
イッテキマース
イツテキマース
イテコー/イテコ-ワエ/イッテコーウイ

イッテコーウイ
00エ,イッテクルケンノーo
イツテクルヨ

イッツテキマス,イツテクルゼ.イッテクルゾ

イッテクルキニ.イッテクラー

ホンナライチクルキ
イテクルゾネ
イツテキマース
ソンナライテクルケノー
イッテキマス
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イッテキマス.イッテラツシャイ

イッテキマス｡イツ子クルゾ｡イッテクラエ｡
イテクラーヤ
イツテクルゾ

イッテキマース｡
イツテキマス｡

ホナイッチクルド.イッテクッキナ
イテクー｡イッテキマース｡

イッテクル/(イ､ヒノヨウジンバ､ヨーツトシトツテクレニヤン′(イ.
イッテクルケンネ｡

イッテクランモ.イッテクルパンモ.イツテクッタンノーイッテクッゾー｡

イッテキマス｡イッテラツシャイ.キオツケテ｡
イッテキマス｡イッテクルケン｡

イタチクルケン｡ソイジャーイクケン｡
イッテキマース｡イッテクルケン｡
イッテクッケン｡

イタテクッケンノー｡イタテクッネ-o
イツテマイリマース｡

イタチクルケンナ-.イタチクルバイ｡
イッテキマース.イタテクッケン｡

イターテクツバイ.イク′(イ｡ガッコウヘイタ-テクツ′くイ｡
イツ子キマース｡

イツテキマス｡イツテマイリマス｡
イッテクルセンナ｡イッテクルヨ｡
イッテクルケン｡

アイパーイタチクルケンノー｡
イタテクッテーノー

イッテキマース｡ジャイッテクルケン｡
イッテキマース｡
イテクルバイ｡イテクルバイタ｡
イッテクルゾ｡イッテキマス｡

イッテクルヨーキョウハオツーナルカンシレンゾー｡イッテキマス｡

ソンナ､イテクルデ｡
イッテキマース｡

イテクル㌫
イッテキマース｡イツテクルキネ｡

イツテクルゾ-｡イッテクルキノ-0
イチェクルデー｡
イッテクルデー｡
イツ子キマス｡イッテクルデ｡

ホンナライチェクルキ｡

イチェクラー.イクド-.デカクルキ｡イチェキマース｡
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ソンナライッテキマス｡

イッテキマース｡イッチキマース.
ヨオイイテクッド･ t ･オイオイ｡
イツテクルバイ｡
イツテキマス｡イッテクルワ｡イテクツド｡
ソンナライツテクルワネ｡
イテクルヨー｡
イツテキマス｡

イタテクッデナ｡イタッキヒデナ｡
イツチェクルワ｡イツ子キマース｡
イテクルワ｡

イタチクイデーヨー｡
イタテクイデー｡
イタークッデナ｡

ソイジヤ｡イタックッデ｡イタッキモンデ｡イタチキモソ｡イッテキマース｡
イタキモースデ｡
イタッキモンデーマトンシヤキオツケヤイヨーoイタックッデナーo
イタッキモンデ｡

イッテキマース｡イタテクッデ｡
イッテキマス｡イタッキモンデ｡
イタックッデネ｡

イタックツデ｡
イジキョウロ｡イジキパテキョウロイー｡
イジキヤヲロ｡
イジフイ.イジキヤーブラ｡
イジキュンドー｡

イジカイー,イジキヤーイラ｡
ンジ､クーイー｡
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IV. W.Viereck博士による言語地図の解釈技術の提供について

平成16年I1月16日に,ドイツのバンベルク大学教授w.viereck博士が広島大学で講

演及び学術交流を行う計画が持ち込まれた｡旧知の人である｡現在,ヨーロッパの地理言

語学会の会長であり,かつ,ヨーロッパ言語地図の指揮を執る中心的な学者である｡ヨー

ロッパ地理言語学の泰斗と言って良い｡もう､十二年もの長きにわたり,ヨーロッパ言語

地図の主幹を務めている｡それだけ,ヨーロッパの諸学者からの信望が厚いということで

ある｡いろいろな意見の人がいても,それらをまとめ上げていく力量を持った人だと言う

ことが出来る｡

いつも笑みを絶やさず､穏和を心がける人徳着である｡方言の研究者には,我慢強い人

が多い｡彼も辛抱強いところがある｡じっと我慢して,耳を傾け,聞き入るところがある｡

敏感なのだが,大らかさを前面に出す｡

私は,データの整理に多忙で,平成15,16年度には､国際的な学会での発表が叶わなか

った｡そこで､彼が,言語地図の解釈についての講演と学術交流を持ち掛けて来られたこ

とを歓迎することにしたのである｡

テーマは, ｢なぜ蝶はバタフライと呼ばれるのか?｣という魅力的なものであった｡さす

がに､題目の付け方にも.場数を踏んだ学者の神髄が伺い知れて有益であった｡

彼は,バンベルク大学で6人のスタッフを指導して､ヨーロッパ言語地図のセンターを

運営している｡ヨーロッパの全土が,彼の指示に従うのだから､力量もさることながら､

知徳にも勝れていなくてはならないことは明白である｡ヨーロッパ言語地図の解釈ができ

るということは,少なくとも,多言語使用が可能な人だということである｡マルチ言語人

間でなくては､ヨーロッパの言語地図の解釈は手に負えないからである｡歴史と文化と宗

教と民族との織りなす複雑な棲み分けについて,深い理解を持っておられた｡スケールの

大きな発言には,吸い込まれる魅力があったoかつ,今回のような発想法-の視点は,兼

ねてから｢あいさつ表現儀礼｣の地図で試行してきた方法と同じなので,共感する点が多

かった｡

私は｢あいさつ表現儀礼｣地図の解釈で発想法に関心を持っている　W.Viereck博士も,

蝶の命名心理に,宗教的な発想法を見出している｡そして,ヨーロッパの言語層に幾層か

の文化史を解釈していた｡恐らく､民族の移動とも重ねて考えられる裏付けが存するので

あろう｡言語事象の存在を確認しつつ､大胆に言語史を康想していくところは,見事であ

った｡

以下に,彼が当日に,読み上げた英文原稿を掲げる｡日本では,まだ,音韻法則に従っ

て､事象の類音牽引だとか類推変化だとか言って､言語地理学に拘っているけれども,彼

は､もっと自由に思索の翼を羽ばたかせている｡そんな自由な飛邦の姿が特に印象的であ

Eia害

彼も私も,ともに,地理言語学, GEOLINGUISTICSのcolleagueなのである｡
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Chasing Butterflies: Why is a Butterfly called Butterfly?

Wolfgang Viereck

1. The butterfly in popular religious beliefs

The second edition of the Oxford English Dictionary informs its readers that the reason of the

name butterfly for "an insect belonging to any of those diurnal species of lepidoptera, or

scaly-winged flies, which have knobbed antennae, and carry their wings erect when at rest" is

unknown. The OED continues: -'Wedgewood [in his Dictionary of English etymology

published between 1 859 and 1 865] points out a Dutch synonym boterschijte in Kilian, which

suggests that the insect was so called from the appearance of its excrement. Moreover, the

OED documents butterfly in Old English (buttorfleoje) and refers to identical expressions in

Dutch (botervlieg) and modern German (butterfliege¥ expressions now obsolete in both

languages.

The editors of the OED can be helped in this respect. Rescue comes丘om earlier popular

religious beliefs where butterflies played a prominent role. Like no other animal the butterfly

appears destined as the outward image of the soul. In the same way that the butterfly develops

from the aurelia, the soul develops from the dead body. As a soul animal the butterfly was for

the ancients a symbol of immortality. Already on Etruscan scarabei of the 5th century the

butterfly is the image of the soul. In antiquity one finds this insect everywhere on sarcophagi.

The concept of the soul butterfly is present throughout the Middle Ages down to modern

times. Occasionally the notion assumes a Christian colouring. The development of the aurelia

into a butterfly was compared with the teaching of the Resurrection. That is why one finds

butterflies occasionally on tombs of Christians. This practice, however, would seem to have

been taken over from the prehistorical pagan period. The white butterfly was and still is the

symbol of innocence. In Ireland, to give one example, one takes the white butterfly for the
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soul of a dead person that is on the way to paradise. Similar popular beliefs still exist hi other

p∬ts of血e world.

Relics of totemism are still to be found in connection with butterflies. In Samoa butterflies

are venerated as a god and names of butterflies also point to totemism: in Rhaeto-Romance

and in Russian the butterfly is called mammadonna and babocka/babuska respectively, i.e.

'grandmother'.

Closely connected with the animistic role of the butterflies is their significance as fairies

or witches, i.e. their anthropomorphic designations. These abound in European languages. We

find, for instance, hobgoblin names for butterfly in ltalianfarfarello or Frenchfarfardet, both

closely connected withfarfalla 'butterflyl. Witch in Scotland is a name for a moth and there

are many names for a butterfly in Germany such as Milchdieb, Milchstehler, Molkendieb,

meaning 'thief ofmilk'. And with this we return to the question raised in the title of this paper.

Especially in the Germanic area the belief was widespread that witches in the form of

butterflies stole milk and butter. Compounds with butter- occur most often, such as English

butterfly, German Butter/liege and Dutch botervlieg, botervogel, but also boterwijf and

boterhex, expressions that clearly show the belief in witches.

Refemng, as I did, to kinship and anthropomorphic designations for the butterfly is one

thing, to put them in some kind of structure another. This is hardly possible by looking only at

one language or a few at best. We need more data from a much larger area and, consequently,

from many more languages in order to come up with convincing results, and it is here that the

European linguistic atlas comes into play.

2. Some background information

The Atlas Linguarum Europae (ALE) has been in existence for over a quarter century now.

Recently fascicle 6 of volume I appeared (Viereck 2002), fascicle 7 is with the publisher and the

manuscripts of fascicle 8 are now being prepared for publication. The ALE can be called a linguistic

atlas of the fourth generation, being preceded by regional and national atlases as well as by atlases of
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language groups. Atlases of the fifth type, i.e. on entire language families such as lndo-European, or

on the final type, namely a world linguistic atlas, do not exist as yet. The ALE is the first continental

linguistic atlas. Its frontiers are neither political nor linguistic but simply geographic. The choice of

the continent has nothing to do with Eurocentrism but only follows from the present state of research.

The linguistic situation in Europe is quite complex. No fewer than six language families are

present here: Altaic, Basque, Indo-European, Caucasian, Semitic and Uralic. In these language

families altogether 22 language groups, such as Germanic and Romance, can be counted. These, in

turn, consist of many individual languages. It thus becomes apparent that the demands on the scholars

to interpret the heterogeneous data collected in 2,63 1 localities from Iceland to the Ural mountains are

very nigh indeed.

The ALE is, primarily, an interpretative word atlas. It uses both traditional and innovative

methods. Among the former onomasiology and semasiology must be mentioned. Further below I shall

deal with one such notion. Motivational mapping, however, is an innovative kind of interpreting

geol弓xical data. It goes beyond an interest in etymology and asks for the causes, the motives in

designating certain objects. Only in a large-scale project such as the ALE can this approach be

successfully pursued. In national, let alone regional linguistic atlases, the area is too small for the

approach to be productive. This may be one reason why it has aroused so little interest prior to the

ALE. Another may be seen in de Saussure's dominance in modern linguistics. The arbitrariness of the

linguistic sign, important as it is for the functional aspect of language, left hardly any room for the

genetic aspect of language, i.e. for the serious study of motivations. Seen more narrowly, however, the

motivation of a linguistic sign is not in opposition to its arbitrariness, as the choice of a certain motive

itself is not obligatory.

The latter-mentioned aspects point to the past and it comes as no surprise that insights into the

ethnolinguistic origins of Europe are also expected from the ALE. This is a most lively and

controversially debated field at present where archeologists and geneticists join forces with linguists

as the works ofRenfrew (1987), Cavalli-Sforza & Ammerman (1984), Sokal et al. (1992) as well as of

Gamkrelidze & Ivanov (1995) reveal. In the Uralic area the Continuity Theory, first advanced by

archeologists then by linguists, seems now accepted by the majority of the specialists. According to
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this theory Uralic peoples and their languages have lived hi their present historical territories since the

Mesolithic Age. Alinei (1996) adopts a similar approach for lndo-European arguing that there has

never been an lndo-European invasion and that lndo-European languages have followed the same

di凪ision pattern as the Uralic languages.

As regards the ALE, insights into Europe's cultural past follow less from loanwords and from

reconstructed roots, although the project also has important contributions to its credit in these two

areas, but rather from motivations in so far as they are transparent. I will draw mainly on ALE data

but also on my own research in illustrating Europe's cultural history.

3. Cultural history and religion

As religion is the basis of every culture, the frame of reference is the history of religions. The

religions'historian Donini ( 1 977, 1 984) has convincingly shown that in a classless society everything

is natural and supernatural at the same time. The distinction between -sacred'and 'profane'came later.

As any class of reaha such as plants, animals and natural phenomena including planets is magic, they

thus have a magico-religious character whose earliest form manifests itself in totemism, in totemic

relationships with various classes of realia. In primitive societies this is still observable today. This

relationship assumes different manifestations as will be shown later.

The first to have proved that modern folk literature preserves very ancient myths and

conceptions was Propp (1946/1987). His insights as well as Riegler's (1937/2000) are of great

importance in interpreting the dialectal data. These data show that the cultural history of Europe is not

made up of random elements and events but follows a unified, well-structured pattern where three

separated layers can be distinguished.

3. 1. The Christian/Muslim layer

The layer that can be recognized and dated most easily belongs to history, namely to

Christianity and Islam. As this is the most recent level, it also occurs most frequently in the data.

Within this layer Christian motivations appear much more often than Muslim ones, thus mirroring the

difference in the areal spread of the two religions in Europe.
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Among animals, designations of the smallest and weakest pig of a litter can be mentioned in

this category. In England and Wales apart丘om Daniel, Anthony(-pig) was elicited, sometimes as

Tanthony, a wrong separation of Saint Anthony. He was the patron saint of swineherds to whom the

smallest pig of each litter was usually vowed.

The butterfly, too, is Christianized in Europe, mainly in the South, as little angel,''little

Easter,‥the pope's wifel, but also in Finland as -Brigit's bird.'Also the lady-bird yields a rich harvest

everywhere in Europe. Most commonly a Christian or Islamic religious being or notion is associated

with another animal, such as a bird (cf. English lady-bird), a hen (Danish maritime, French poulette

au bon Dieu, Catalan gallineta de la Mare de Deu), a cow (English lady-cow or cow-lady, French

vache a Dieu, Italian vacchetta della Madonna), an ox (Spanish buey de Dios, Romanian boul-popei)

or a beetle (German Marienkafei", English lady-bug). The religious being or notion can be 'God'

(Spanish area de Dios 'God's chest'), 'angel'(Breton elik done 'God's little angel'), Jesus (Swedish Jesu

vallflicka -Jesus'shepherd'), ('Virgin) Mary'(Swedish jungfru marias nyckelpiga -Virgin Mary's key

servant,'Italian anima della Madonna 'soul of the Holy Virgin,'French bete de la Vierge 'animal of

the Holy Virgin') or the names of saints such as, in Italy, S. Martina, S. Gioani, S. Nicola, in France,

Saint Jean, Saint Jacques, Sainte Catherine and, in Spain, San Anton. In the Muslim area we find

'Allah,''mosque'and Tatimah', the name of Mohammed's daughter.

For plants the magico-religious motivations are more numerous. The pansy (Viola tricolor)

may be called Heiliges Dreifaltigkeitsblumchen ('Holy Trinity flower') in German. The daffodil

larcissus PseudoJNarcissus) is Saint Peter's bell in Wales, and Saint Peter's herb is an expression

for the cowslip (Primula veris) in parts of England. Very many plant-names in the British Isles occur

with the motivation 'devil'as the EDD, s.v. 'devil'EL 2 reveals. The great reedmace, Typholia latifolia,

is attested with 'holy,'as is the Glastonbury thorn, Crataegus Oxyacantha, whereas the dandelion,

Leontodon Taraxacum, and the rose-root, R血odiola rosea, show a motivation with ,priesでin BritainlO

and the woolly-headed thistle, Carduus eriophorus, one with 'friar'there.1 1

Natural phenomena as well as planets also testify to a Christianization and lslamization in

Europe. The classic example in the ALE is the rainbow-and not only for the most recent level but for

the whole geolexical stratigraphy. Everywhere in Europe we find compounds with, e.g., 'belt,''bow,'
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'bridge,''ribbon,''ring'plus a religious motivation such as 'God's belt,'"Noah's bow,''St. Barnaby's

crown'or 'Allah's bow.'Once the basic structure of the classificatory system had been worked out, it

became clear that the rainbow had been considered sacred by European peoples and that with the

advent of the new religions lexical innovations were coined expressing the same relationship that had

existed earlier. Also the moon once had a religious veneration, still discernible in Hungarian

istenkaldcsa ('God's cake'). 3 German Herr Mond as a form of address belongs to a pre-Christian

cult.14

3.2. The prehistoric layers

Within the prehistoric period two levels can be distinguished, one characterized by

supernatural,''superhuman'pagan figures and, leaving anthropomorphism, the other by still earlier

zoomorphic and kinship representations. The basic structure has remained the same from prehistoric

to historic times.

3.2.1. The zoomorphic layer

ln the most archaic layer that can be distinguished, i.e. the zoomorphic and totemic layer

characteristic of egalitarian societies, the realia investigated appear in the form of either an animal or

a kinship name.

Starting with supernatural, magico-religious beings, an appropriate example would be the last

corn sheaf cut at harvesting into which the vegetation demon, it was believed, retreated. In Ireland

we find granny ('grandmother') and in German Mutter ('mother') and 'old grandmother'as

designations for the last corn sheaf. Animal names are also attested for the last corn sheaf: girria

('hare'), hare 's bite/sheaf/seat/tail, cow, hog, piardog ('crayfish-), rabbit and swallow occur in Ireland

and many more are recorded in Germany (cf. Beit1 1933/2000).

Coming to animals, Riegler (1937/2000) had already interpreted wild animals and insects as

relics of a totemistic view of the universe in which they would be our closest relatives. This

relationship, similar to kinship, is consequently expressed by kinship terms. Propp (1946/1987) notes

that the totem animal in its original form is embodied by the 'motherl and by matrilinear kin. This is
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indeed what we most often find in European dialects. Many kinship names were recorded for the

lady-bird: 'grandmother'in, e.g., Polish, Russian, Serbian and Croatian, 'mother'in, e.g., Romanian,

Belorussian, 'auntl in German and Italian, 'bride and spouse'in, e.g., Turkish, Albanian, Italian, 'sister-

in-lawl in Bulgarian. 'Grandfather'occurs in Swedish and Maltese and 'uncle'in Albanian.

The butterfly as a relative appears as 'grandmother'in Rhaeto-Romance mammadonna, in

Russian babocka as well as in other Slavic languages, as 'motherl in German and Sardinian and as

(grand)father'in the Uralic area.

Kinship names for the weasel abound: ('little')'bride'is attested, e.g., m Turkish, Bulgarian,

Romanian, Italian, Greek, Albanian and German, 'godmother'in, e.g., Gahcian and Spanish

(comadreja), 'daughter-in-lawl in Portuguese, Occitan, Italian, Turkish and Hungarian, 'motherl in

England and 'godfather'in German.

Many more examples of this type can be cited. Thus the bear is called 'mother,''father'and

-grandfather'by Turkic and Tartar peoples and -dear grandfather'by the Swedes. The Hungarians call

it 'godfather'and the Lapps 'clever father.'The rabbit is 'brother'in English. The fox appears as

-godfather'in German (yaddermann vqfi in Low German or Herr gevatter in High German) and as

mon cousin in French. The French word parent 'relative'is a name for cuckoo in that language, and

the toad is called grofimudder 'grandmother'in Low German.

It must be interpreted as a sign of prehistoric totemism when tribes or their leaders were given

names of animals. The leaders of the Jutes Hengist ('stallion') and Horsa ('horse') or the leader of the

Goths Berige ('bear') are cases in point, as are the Germanic Wylfmgas ('wolf), the Italic Hirpi (from

Latin hirpus 'wolf) and the Piceni (from Latinpicus 'woodpecker').

Compared with animals, plants do not play the same role in totermsm. Some plants are given

kinship names, others are associated with animals. The pansy (Viola tricolor) is called bratky ('brother

and sister') in the Ukraine. For England the EDD lists many plant names with, e.g., the motivation

pig,''fox,''goat,''toad,''cat'and 'horse,'where, however, the magico-rehgious belief is not always

clear.

As to natural phenomena and planets, the moon is called 'grandfather'in Nenets and thunder

is called 'father'and 'grandfather'in the Finno-Ugric area. These relationships are clearly totemic. In
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this class of realia animals occur rather often. For the rainbow we have 'dragon,'snake,''ox,=cow,-

'fox,''drinker' in many European languages and dialects. Other zoomorphic representations appear

with thunder, namely -dragon- and 'serpenでand with lightning ('whale'and -dolphinl). Mist is

associated with the 'foxl and the 'wolf in France and Germany, the 'eagle'with storms in Northern

Europe and the 'cat'with the air trembling with heat (in parts of Germany).

3.2.2. The anthropomorphic layer

This middle layer, both pre-Christian/pre-Islamic and post-zoomorphic, is characterized by

anthropomorphic representations. The same notions that provided examples for the other layers can be

drawn upon here.

Animals provide quite a number of magico-religious names. For the weasel there is 'fairy'in

English, 'witch'in French, 'Diana'hi Sardinian, 'demoiselle'in German and 'domestic genius'in

Russian. The lady-bird is associated with the Finno-Ugrian god Oko (the Old Man) and in Frisian

with the elfPuken ('puck'). The butterfly appears in Austria as 'the forest elf. The grasshopper may be

-pregnant mother'and -lady'in Italian and 'demoisellel in French. The motivation for the smallest pig

in the litter in Ireland is -fairy'(siog and siabhra). The same motivation is attested in England for the

glow-worm, while 'witch'is noted there for the swallow.

As for plants, the motivation 'fairy'occurs in England for the Primula vens, 'witch'in English

dialects for Pyrus Aucuparia, Leontodon Taraxacum and Digitalis purpurea. Furthermore, the EDD

notes 'Jupiter'for Sempervivum tectorum.

For the supernatural powers such as the corn spirit we also encounter anthropomorphic

motivations such as, in Ireland, carlin, seanbhean (both meaning 'Old Woman'), old maid, (old) hag,

cailleach ('old hag,'also meaning 'witch'). A mythical 'Old Man'is widespread in Germany, as is a

mythical 'Old Woman'(cf. Beit1 1933/2000).20

Among natural phenomena and planets, the rainbow has anthropomorphic representations

everywhere in Europe. In the Turkic area they are associated with Tangri, in the Uralic area with

Ukko and Tiermes, in the lndo-European area with Laume (in the Baltic region), Iris, 'Old Woman'(in

the Romance region), often together with 'bow,=belt- or 'ribbon.'For thunder as well as for lightning
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one encounters Germanic Thorr, Lithuanian Perkunas and the Finno-Ugric Ukko. Names for cloud

can be motivated by 'Old Man,'as in Swedish. For the moon we find 'Old Man'in the Nenets area and

-hoary Old Man'in Ostiac.

4. Conclusion

ln the process of the cultural development of Europe we thus find recurrent structural patterns:

the same reality was first given kinship and zoomorphic names to be followed by anthropomorphic

names and finally by Christian and Islamic names - and this across all language and dialectal

borders. While dating the last-mentioned layer is unproblematic, Alinei assumes

that dating the anthropomorphic representations of reality is connected with socially stratified

societies, typical of the Metal Age, while zoomorphic and kinship representations are

connected with more primitive societies of the Stone Age.

More precisely, and also丘om a glottogenetic point of view, kinship names used for

family relations would obviously exist already before magico-religious thinking began (some

time in Middle and Upper Paleolithic, when the first forms of burial appear). Then we would

need to know something like totemism, in the Upper Paleolithic, to allow the attribution of

kinship names to animals (and less frequently to plants and other realia), and those of animals

to other referents. The frequent attribution of magico-rehgious and kinship names to insects

can be explained by their central role in traditional feeding (1997, 27).

Also designations for bread (cf. Viereck 2000), for names of children's games (cf. Viereck

2003) and for names of diseases (cf. W. Viereck & K. Viereck 1999) follow the same pattern. Let me

just mention the disease that appeared, most unfortunately, almost daily in the press not long ago,

namely Bacillus anthracis or anthr瓜. In Serbian and Croatian either a taboo word is used, -the evil', or

anthrax is connected with an animal, a demon thought to inflict the disease, namely a wolf or a sheep.

Later anthr瓜had anthropomorphic names like the English elf cake or Czech Bozek (the name of a

god). Again later we find for anthrax attested heiliges Feuer ('holy fire-) in German and holy fire in

English, both parallel to Latin sacer ignis. Or there are in the historical period expressions like 'St.
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Anthony's revengel or -St. Johnls revenge'for anthr瓜　The saints took over certain traditional

functions of their predecessors and were thought to be responsible not only for healing diseases but

also for inflicting them on those who were disobedient - a genuine pre-Christian thought.

As this last example clearly shows, the three periods mentioned, of course, do not end and

begin abruptly. Each one of them lasted for thousands of years. Archaeological finds show that also

between the Stone Age and the Metal Age there were fluid transitions and that anthropomorphic

representations also from the Neolithic Age were found (Muller-Karpe 1998). That the transitions and

overlaps between the pagan and Christian layers can be documented much better is due to their being

much closer to our time. Up to the early 4th century A.D. the early Christian church was an

underground church and it took many centuries until the Christian faith had penetrated everywhere in

Europe. Only in the 8th century A.D. was the lndiculus superstitionum et paganiarum written in

either Fulda or Mainz with instructions how to deal with pagan cults, spells and fortune-telling

(Miiller-Kaspar 1996, 2, 419).

With new religious beliefs a wave of new designations followed, yet the old conceptions often

remained the same. To takejust one example out of many:

When Christianity came to Britain, the bright yellow flowers of the plants in the Hypericum

family that had been associated with the golden brightness of Baldur the sun-god came to be

called St. John's wort, as Baldur's Day became St. John's Day. The plant continued to be

thought a cure for wounds and on St. John's Eve good Christians wore a sprig of it to ward off

evil spirits and especially to protect themselves against the stray thunderbolts of the gods

(Ashley 1974, 1 16).

St. John's Day is the Christian equivalent of the summer solstice, one of the most important

events m prehistoric times. In the early Christian period pagan thought was alive and well. However,

examples of this can easily be found today: The initials of Caspa〟Kaspar + Melchior + Balthasar十the

year are still written on the entrance doors of people's houses in Catholic areas in Germany, in Italy

and in Poland on Epiphany, January 6, to protect the people丘om evil of any kind - the explanation,

sometimes advanced, that this custom refers to the biblical passage "Christus mansionem benedicat"
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rather than to the three holy kings is highly improbable. This possibility is not even alluded to in such

reference works as Erich - Beitl (1981) - and, to mention a final example, small pictures of

Christopher are hung up by car drivers as a protection in many countries, such as Ukraine and

Germany. Apparently Enlightenment had no effect on people's piety.

The ALE is naturally based on European dialects. The adopted motivational approach has

revealed some important pieces in the mosaic of the cultural development of Europe. Their

implications, no doubt, transcend the frontiers of the European continent. In the light of the

complementary nature of world cultures it would be highly desirable if the picture were complemented

by insights gained about other cultures.22

NOTES

on the origins of geolinguistics c£ Viereck (1 973).

Nevertheless its set-up is basically national. At present there are 39 states of importance in Europe,

but altogether 70 peoples live on the continent. As a compromise the ALE has 47 national committees.

The number of peoples is still much higher. Whether and, if so, how they are represented m the project

depends on how the states treat their minorities. On the wider and lesser used languages in Europe and

the statuses of the latter, cf. the maps of Escarre's International Center for Ethnical Minorities and

Nations in Barcelona and those in Goeb1 1997.

There is no room to discuss such vast problems here. For a linguistic criticism ofRenfrew's views cf.

Mem (1989); for a criticism of Linguistic Paleontology cf. Alinei (1991). In this connection mention

should also be made of the-heavily criticized-nostratic theory (on which see, e.g. Shevoroshkin

1989a, 1989b, 1990, 1992), of the typology of linguistic universals, and of the Sprachbunde.

Cf., e.g., the contributions in Fennoscandia archeologica 0 (1987), 6 (1989), Sammallahti (1995)

and Siinamen (1995).

Mallory's map (1989, 144) is quite revealing in this context. It presents some of the solutions to the

lndo-European homeland problem proposed since 1960.

Loanwords usually belong to the historical period and are thus too young. Reconstructed roots

involve very early periods but are usually motivationally opaque and thus not very revealing for a

cultural analysis.

See, e.g., Beth (1936/2000) and Markey (1983,1985). There are, of course, more classes of realia.

For names of diseases cf. W. Viereck & K, Viereck 1999, for names of bread cf. Viereck 2000 and for

names of children's games cf. Viereck 2003. The model used was the same as that presented here.
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Cf. Dutch botervlieg, German Butterfliege. The OED surprisingly notes "The reason of the name is

unknown" (s. v. 'butterfly'). In the Germanic area the belief was widespread that witches in the

appearance of butterflies stole butter, milk and cream. Compounds with butter- occur most often.

Dutch boterhex, boterwijf'clearly point to the belief in witches.

See the long lists in Barros Ferreira/Alinei (1990) also with regard to other motivations.

This is also true of some animal names (cf. EDD, s.v. 'priest'3).

1 Ashley (1974) provides additional plant names of the British Isles (and not only for the Christian

layer). Alinei ( 1 997) found basically the same motivations in Italy and provides many examples.

12 see Alinei (1983).

The investigator labeled this form as 'humorous'and thus modern, which, of course, it is not.

14 similarly the address in German Frau Sonne. With regard to the sun Tuaillon notes: "II est sans

doute regrettable que le genre ne soit pas indique; cette donnee aurait peut-etre, en domaine
′

germanique du moms, montre quelques regions qui donnent au soleil un autre genre que celui de la
′　　　■

langue nationale" (1983, 5). Also for the moon the gender in the various languages was not noted. Cf.

fn.22.

15 see also Frazer, Vols. 5,1 and 5,2 (1913/1990) and Beitl (1933/2000) on this notion.

1 That women played a central role also in other parts of the world is attested, e.g., by rock paintings in

Namibia in Africa where women are depicted in scenes that suggest a ritual or ceremonial background.

A matriarchal social order still exists today in, e.g., Micronesia where only women may own land.

Despite a US influence of over half a century an animistic religion is still to be found there among the

older population.

Cf. Old English beomodor 'beemother.'

On dating the rainbow as a 'drinking animal'cf. Alinei (1997). In addition it is worth mentioning that

the rainbow as a drinking animal is attested also beyond Europe in Japan and in China. In Chinese

culture it is a double-headed dragon drinking water on both sides of the river.

Taboo motivations also belong here, as Italian donnola 'little woman'or French belette little

beautiful woman,'both names for the weasel.

20 on slavic baba ('Old Woman')-formations cf. Alinei (1988).

Leo Frobenius, the founder of cultural morphology, noted already in 1929, 248 ff.: …daB einer

Penode des Anthropomorphisms eine altere der Tieranpassung vorangegangen sein m故sse-- […that a

period of anthropomorphism must have been preceded by an older one of zoomorphism].

22 I am thinking of work similar to that by Frobenius who, in 1929, was concerned with the gender of

the sun and the moon and presented three cosmogonic groups with insightful maps world-wide in

which the sun and the moon were linked with 'man and wife,'with 'brother and sister'and with 'twin

brothers.1 The last-mentioned was to him the oldest view of life. Unfortunately, some of Frobenius'

interpretations were tied to the prevailing thoughts of the time and can thus not be accepted.
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Ⅴ.今後の課題

日本では,まだ,社会言語学にのみ人々の関心が集中していて,その他-の発展が見

られない｡はみだして叩かれるのを恐れている風情さえ感じられる｡残念ながら,地理言

語学が育っていない｡ヨーロッパやアメリカでは,地理言語学会が出来ていて,既に四十

年の歴史が積み重ねられているのに,日本では,言語地理学に留まっている｡しかも､方

言分布と国語資料との突き合わせに終始していて,本格的な地理的要因に基づいた言語史

の解釈を目指すこと-の意気込みが見えない｡従来型の言語地理学なのである｡

勿論,欧米でも,社会言語学は盛んである｡言語の変種を研究する営みは､もともと､

個人差が人間の宿命であり,それゆえに尊重されてきたことと無関係ではない｡日本でも

欧米でも,社会言語学が非常に盛んである｡何でもかんでも,社会言語学と言ってしまう

ところがある｡地理的な変異を問題とする事実についてさえ,社会言語学の額域でものを

言おうとする｡自分が古い型の方言研究では無いと言いたいために,社会言語学が専門だ

と言う人も少なくない｡複雑に絡み合っていて,見かけ上の上着変わりに､社会言語学を

使用する風情が見えたりする｡

たとえば,言語共時態の地理的変異を適時態としてGISで問題にする時においてでさ

え,地理言語学と言えば済むところを､社会言語学の枠を広げた領域のこととして説明し

がちである｡地理的な広がりは,当然,歴史的な観点で問題としなくてはならない｡社会

言語学の基本は,空間ではなく､時間の斉-と社会位相の解明である｡社会は規律や規範

やしきたりや性差,階層.年齢差などの変種が関わるので,それらのカラクリを課題にす

る｡

しかし,史的な変遷は,もともと社会言語学の問題ではない｡歴史的な視点を導入して

こなかったからである｡歴史観は,比較言語学や言語地理学が専門にしてきたからである｡

それについてのわきまえがなくなったのであろうか｡それとも,基本的な姿勢が流行にし

がみつこうとしているのか,社会言語学と言いながら,地理的な歴史研究を漠然と行って

いるのは,奇妙な感じがする｡全ての言語研究を､社会言語学と称しては,厳密性を欠か

ないか､と質問したくなる｡

それらの境界を意識して越境しようとしているのならば､改めて考えることは可能であ

る｡ただし,先にも引用したが, Trudgill氏は,二十年前に,社会言語学の限界を指摘し

て,言語地理学との融合が必要だと述べている0　日本では､まだ, Trudgill氏の認識のレ

ベルにまで到達していないのであろう｡

日本の多くの研究者が,言語地理学や社会言語学にしがみついている姿は,私にとって

は滑稽に見える｡欧米では,言語地理学を唱える人は､もはやいない｡日本の方言研究者

は, ｢言語地理学｣､ ｢方言地理学｣を守ろうとして頑張っている,育むした岩場に,しが

みついているように見える｡振り落とされることを恐れているのであろうか｡

たとえば,グロツトグラムが糸魚川沿いでは実験が可能だったけれども,東海道で成功

するためしは無い｡直線にしか伝播の方向が無い場合しか,適用が出来ないはずである｡

一級の山脈や河川の走る日本では,適用が可能な場合もあるかも知れないo　ところが,午

齢差の興味から,地理的な必然性を考えないものが多い｡方言の伝播は,簡単ではない｡
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ドイツやフランスのように言語地理学の先進国では､グロツトグラムは当てはまらない｡

四方八方に開かれた土地では,方言の放射状の伝播が予想される｡伝播の道は､無限であ

る｡グロツトグラムで,単純に一本の直線を引いて､これを地理的変化だと仮定する安直

さは,世界では,通用しない｡グロツトグラムは,限りなく単純で日本国内の入門期教材

なのである｡筆者は､年層差の言語地図を作り,十年毎に同じ地域の言語地図を何度も繰

り返して調査して,隔年変化を実証してきた｡社会言語学を言語地理学の中に既に早くか

ら取り込んで研究してきた｡こういう取り組みは,世界にはあまり,多くない｡だから,

欧米の地理言論学と筆者の地理言語学との間にも完全な相違がある｡

むしろ,筆者の方法は,地理言語学と言うよりは,更に次の段階のもの､つまり, ｢地

勢人勢方言学｣と言㌧た方が適切なのではないか,と考えるようになっている｡この用語

は,筆者の造語であるo地勢人勢方言学とは､地域における政治的,経済的,文化的,地

勢的な要因によって,言語が変化する法則を発見する科学であるo　それが,世界の全ての

文明に適用可能かどうかを検討する課題が存することになる｡ヨーロッパの地理言語学は､

多言語地理言語学に近いoアメリカの均理言語学は､社会言語学に近いo　しかし,筆者の

地勢人勢方言学は.それらの中間である｡

結論:

今後の地勢人勢方言学,または地理言語学は,従来の言語地理学に現在の社会言語学の

知見を融合させ,環境の中で方言共時態の言語動態を史的観点で見定めていくことが大切

である｡そのような方針で,あいさつ表現儀礼全国地図の解釈を試行していきたいと考え

ている｡
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